
にごり池さくらまつり 
約1,000本の桜が咲き誇るにごり池自然公園。毎年、桜の季節を
待った多くの人々が憩いに訪れます。見上げると一面に春色が広
がる公園内は情緒たっぷり。夜はぼんぼりに灯りがともされ、幻
想的な世界が広がります。　　　　【写真提供：フォト亀CAME】 
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編集 
後記 

ようやく暖かな春の風が
頬をなでる季節となった。
年度初めはだれもが多か

れ少なかれ節目を迎え、新たなステー
ジに向かって気持ちをリセットしていく。
恥ずかしながら、わたしにとって4月は、
1月に立てたばかりの新年の目標を、
今度は新年度の目標として立て直す
時期となってしまっているが…。 
　職場では、新規採用職員や人事異
動によるメンバーが、組織に新しい風
を巻き起こしてくれる。その風に乗っ
て、これまでとは違った何か新しいこ
とができそうな期待感に包まれる。 
新しいメンバーのエネルギーをもらっ
て、自分も少しでも前へ進み、いつも
風を吹き込む人になれたらと思う。 

あ 

No.7

APR.

湖南市循環バスがより便利に！ 

今月から変わります ごみ収集 

6月から上下水道料金を改定します 

みんなで支え合う介護保険 

平成17年度の健（検）診が始まります 

まちのわだい 

春はお花見！ 
にごり池さくらまつり ＆ さくらフェスティバル 
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（新たなる旅立ちのとき・3/15　甲西中学校卒業式） 
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竜王ダイハツ 

下田北 

下田 
蛭子町 

下田小学校 

市民グラウンド 

団地中央 

小砂町 

近江大口 

岩根東口 

市役所東庁舎 

石部駅 

西御旅 

文化総合センター 

農道柑子袋 

石部口 

落合川 

新柑子袋 

美松 

医療センター 

西柑子袋 

朝国 

中山口 

下田口 

新道下田 

にごり池 

東陶前 

三雲駅 

甲西駅北口 

甲西駅北口 

市役所東庁舎 

針西 

甲西駅口 

美松苑 

赤松台 

美松台 

甲西駅北口 
甲西駅南口 

 

①
下
田
線
（
三
雲
駅
ル
ー
ト
）〔
Ｊ

Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
〜
竜
王
ダ
イ

ハ
ツ
〕 

　
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
廃
止
路
線 

（
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
Ｊ
Ｒ
近
江
八

幡
駅
）
の
代
替
路
線
と
し
て
運

行
、
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
で
は
Ｊ
Ｒ
草

津
線
に
接
続
し
ま
す
。 

＊
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
（
３
往
復
） 

＊
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
〜
竜
王
ダ

イ
ハ
ツ
（
１４
往
復
） 

２
．
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て 

　
４
月
１
日
、
市
内
の
循
環
バ
ス

の
運
行
計
画
を
一
新
し
ま
し
た
。

湖
南
市
発
足
か
ら
半
年
が
た
ち
、

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
計

画
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。 

　
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
大

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
れ
あ
い
号
」「
め
ぐ
る
く
ん
」

の
愛
称
は
そ
れ
ぞ
れ
が
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
従
来
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
循
環
バ
ス
運
行
の
詳
細

に
つ
い
て
は
３
月
末
に
新
聞
折
り

込
み
に
て
配
布
し
ま
し
た
「
ふ
れ

あ
い
号
・
め
ぐ
る
く
ん
運
行
系
統

図
・
時
刻
表
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〔
市
役
所
（
東
庁
舎
・
西
庁
舎
）

や
各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
〕。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当
（
東

庁
舎
）
　
　

７１
●

２
３
１
１ 

  

運
行
ル
ー
ト
の
改
正 

1
ル
ー
ト
の
新
設 

②
甲
西
南
線
（
美
松
台
ル
ー
ト
）

〔
美
松
台
〜
Ｊ
Ｒ
甲
西
駅
〕 

　
甲
西
南
線
か
ら
分
離
・
独
立
さ

せ
、
８
往
復
運
行
し
ま
す
。 

③
甲
西
南
線
（
医
療
セ
ン
タ
ー
ル

ー
ト
）〔
Ｊ
Ｒ
甲
西
駅
北
口
〜

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
〕 

５
往
復
運
行
し
ま
す
。 

④
市
役
所
東
西
庁
舎
線
〔
市
役
所

東
庁
舎
〜
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー

〜
Ｊ
Ｒ
石
部
駅
〕 

　
８
便
運
行
し
ま
す
。
市
役
所
西

庁
舎
へ
は
「
文
化
総
合
セ
ン
タ

ー
」
で
降
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
甲
西
南
線 

　
改
編
を
行
い
、
三
雲
・
妙
感
寺

エ
リ
ア
か
ら
旧
道
、「
甲
西
駅

南
口
」
を
経
て
「
市
役
所
東
庁

舎
」
ま
で
を
結
び
ま
し
た
（
朝

夕
は
「
甲
西
駅
南
口
」
で
ス
ト

ッ
プ
）。 

②
ひ
ば
り
ヶ
丘
線 

　
同
線
の
う
ち
、「
に
ご
り
池
」

折
り
返
し
ル
ー
ト
を
変
更
、
下

田
エ
リ
ア
へ
乗
り
入
れ
た
あ
と
、

「
に
ご
り
池
」「
岩
根
小
学
校
」

「
甲
西
大
橋
北
」
を
経
て
「
甲

西
駅
北
口
」
ま
で
を
結
び
ま
し

た
。 

③
下
田
線
（
甲
西
駅
ル
ー
ト
） 

　
こ
れ
ま
で
は
「
岩
根
小
学
校
」

を
経
由
し
て
い
ま
し
た
が
、
経

由
せ
ず
に
「
甲
西
駅
北
口
」「
市

役
所
東
庁
舎
」
と
下
田
エ
リ
ア

を
結
び
ま
し
た
。 

　
湖
南
市
の
循
環
バ
ス
は
、
一
部
、

ダ
イ
ヤ
の
改
正
お
よ
び
路
線
の
新

設
・
変
更
を
除
い
て
、
旧
石
部
町

の
「
め
ぐ
る
く
ん
」
と
旧
甲
西
町

の
「
ふ
れ
あ
い
号
」
の
運
行
内
容

を
引
き
継
い
で
運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
循
環
バ
ス
の
運
行
内
容
に

つ
い
て
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
後
も
市
民
の
生
活
交
通
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
て

い
く
た
め
、
「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
考
え
る
市
民

会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

左
記
の
要
領
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

■
募
集
人
数
　
５
人 

■
応
募
資
格
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

広
い
視
野
に
立
っ
て
意
見
や
提
案

を
し
て
い
た
だ
け
る
、
市
内
在
住

の
１８
歳
以
上
の
人
（
平
成
１７
年
４

月
１
日
現
在
。
高
校
生
は
除
く
）
。

た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
は
除
き

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

現
在
す
で
に
市
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
意
向
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
委
嘱
期
間
　
お
お
む
ね
１
年
間 

■
活
動
　
原
則
、
年
６
回
程
度
　 

■
応
募
方
法
　
次
の
書
類
を
安
心

安
全
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）。 

①
「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」

委
員
応
募
申
込
書 

　
申
込
書
は
安
心
安
全
課（
東
庁

舎
２
階
）、市
民
生
活
課（
西
庁

舎
１
階
）お
よ
び
各
出
張
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。 

②
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見

な
ど
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
た
レ
ポ
ー
ト
（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）
。 

※
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
は

行
い
ま
せ
ん
。 

■
募
集
期
間 

　
４
月
１５
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
） 

■
選
考
方
法
　
書
類
選
考
　 

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。 

■
そ
の
他
　
応
募
に
要
す
る
費
用

は
支
給
し
ま
せ
ん
。 

■
応
募
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先 

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当
〔
東

庁
舎
（
〒
５
２
０
―
３
２
８
８

中
央
一
丁
目
１
番
地
）
〕 

　
　
　
　
　

７１
●

２
３
１
１ 

　
　
　
　
　

７２
●

２
０
０
０ 

Ｅ
メ
ー
ル: 

　anzen@
city.konan.shiga.jp

湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議 

委
員
募
集 ！ 

2
ル
ー
ト
の
見
直
し 
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滅
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屑
貼
今
耳
会
し
‒
ベ

┵
┷

彦
滅
┘

屑
貼
今
耳
会
し
‒
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彦
滅
┘
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新
設
ル
ー
ト
①
下
田
駅
線
（
三
雲
ル
ー
ト
） 

新
設
ル
ー
ト
②
甲
西
南
線
（
美
松
台
ル
ー
ト
） 

新
設
ル
ー
ト
④
市
役
所
東
西
庁
舎
線 

新
設
ル
ー
ト
③
甲
西
南
線
（
医
療
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ト
） 

Konan
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①
下
田
線
（
三
雲
駅
ル
ー
ト
）〔
Ｊ

Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
〜
竜
王
ダ
イ

ハ
ツ
〕 

　
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
廃
止
路
線 

（
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
Ｊ
Ｒ
近
江
八

幡
駅
）
の
代
替
路
線
と
し
て
運

行
、
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
で
は
Ｊ
Ｒ
草

津
線
に
接
続
し
ま
す
。 

＊
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
（
３
往
復
） 

＊
Ｊ
Ｒ
三
雲
駅
〜
下
田
〜
竜
王
ダ

イ
ハ
ツ
（
１４
往
復
） 

２
．
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て 

　
４
月
１
日
、
市
内
の
循
環
バ
ス

の
運
行
計
画
を
一
新
し
ま
し
た
。

湖
南
市
発
足
か
ら
半
年
が
た
ち
、

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
計

画
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。 

　
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
大

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
れ
あ
い
号
」「
め
ぐ
る
く
ん
」

の
愛
称
は
そ
れ
ぞ
れ
が
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
従
来
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
循
環
バ
ス
運
行
の
詳
細

に
つ
い
て
は
３
月
末
に
新
聞
折
り

込
み
に
て
配
布
し
ま
し
た
「
ふ
れ

あ
い
号
・
め
ぐ
る
く
ん
運
行
系
統

図
・
時
刻
表
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〔
市
役
所
（
東
庁
舎
・
西
庁
舎
）

や
各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
〕。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当
（
東

庁
舎
）
　
　

７１
●

２
３
１
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運
行
ル
ー
ト
の
改
正 

1
ル
ー
ト
の
新
設 

②
甲
西
南
線
（
美
松
台
ル
ー
ト
）

〔
美
松
台
〜
Ｊ
Ｒ
甲
西
駅
〕 

　
甲
西
南
線
か
ら
分
離
・
独
立
さ

せ
、
８
往
復
運
行
し
ま
す
。 

③
甲
西
南
線
（
医
療
セ
ン
タ
ー
ル

ー
ト
）〔
Ｊ
Ｒ
甲
西
駅
北
口
〜

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
〕 

５
往
復
運
行
し
ま
す
。 

④
市
役
所
東
西
庁
舎
線
〔
市
役
所

東
庁
舎
〜
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー

〜
Ｊ
Ｒ
石
部
駅
〕 

　
８
便
運
行
し
ま
す
。
市
役
所
西

庁
舎
へ
は
「
文
化
総
合
セ
ン
タ

ー
」
で
降
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
甲
西
南
線 

　
改
編
を
行
い
、
三
雲
・
妙
感
寺

エ
リ
ア
か
ら
旧
道
、「
甲
西
駅

南
口
」
を
経
て
「
市
役
所
東
庁

舎
」
ま
で
を
結
び
ま
し
た
（
朝

夕
は
「
甲
西
駅
南
口
」
で
ス
ト

ッ
プ
）。 

②
ひ
ば
り
ヶ
丘
線 

　
同
線
の
う
ち
、「
に
ご
り
池
」

折
り
返
し
ル
ー
ト
を
変
更
、
下

田
エ
リ
ア
へ
乗
り
入
れ
た
あ
と
、

「
に
ご
り
池
」「
岩
根
小
学
校
」

「
甲
西
大
橋
北
」
を
経
て
「
甲

西
駅
北
口
」
ま
で
を
結
び
ま
し

た
。 

③
下
田
線
（
甲
西
駅
ル
ー
ト
） 

　
こ
れ
ま
で
は
「
岩
根
小
学
校
」

を
経
由
し
て
い
ま
し
た
が
、
経

由
せ
ず
に
「
甲
西
駅
北
口
」「
市

役
所
東
庁
舎
」
と
下
田
エ
リ
ア

を
結
び
ま
し
た
。 

　
湖
南
市
の
循
環
バ
ス
は
、
一
部
、

ダ
イ
ヤ
の
改
正
お
よ
び
路
線
の
新

設
・
変
更
を
除
い
て
、
旧
石
部
町

の
「
め
ぐ
る
く
ん
」
と
旧
甲
西
町

の
「
ふ
れ
あ
い
号
」
の
運
行
内
容

を
引
き
継
い
で
運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
循
環
バ
ス
の
運
行
内
容
に

つ
い
て
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
後
も
市
民
の
生
活
交
通
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
て

い
く
た
め
、
「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
考
え
る
市
民

会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

左
記
の
要
領
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

■
募
集
人
数
　
５
人 

■
応
募
資
格
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

広
い
視
野
に
立
っ
て
意
見
や
提
案

を
し
て
い
た
だ
け
る
、
市
内
在
住

の
１８
歳
以
上
の
人
（
平
成
１７
年
４

月
１
日
現
在
。
高
校
生
は
除
く
）
。

た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
は
除
き

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

現
在
す
で
に
市
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
意
向
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
委
嘱
期
間
　
お
お
む
ね
１
年
間 

■
活
動
　
原
則
、
年
６
回
程
度
　 

■
応
募
方
法
　
次
の
書
類
を
安
心

安
全
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）。 

①
「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」

委
員
応
募
申
込
書 

　
申
込
書
は
安
心
安
全
課（
東
庁

舎
２
階
）、市
民
生
活
課（
西
庁

舎
１
階
）お
よ
び
各
出
張
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。 

②
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見

な
ど
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
た
レ
ポ
ー
ト
（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）
。 

※
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
は

行
い
ま
せ
ん
。 

■
募
集
期
間 

　
４
月
１５
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
） 

■
選
考
方
法
　
書
類
選
考
　 

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。 

■
そ
の
他
　
応
募
に
要
す
る
費
用

は
支
給
し
ま
せ
ん
。 

■
応
募
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先 

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当
〔
東

庁
舎
（
〒
５
２
０
―
３
２
８
８

中
央
一
丁
目
１
番
地
）
〕 

　
　
　
　
　

７１
●

２
３
１
１ 

　
　
　
　
　

７２
●

２
０
０
０ 

Ｅ
メ
ー
ル: 

　anzen@
city.konan.shiga.jp

湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議 

委
員
募
集 ！ 
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新
設
ル
ー
ト
①
下
田
駅
線
（
三
雲
ル
ー
ト
） 

新
設
ル
ー
ト
②
甲
西
南
線
（
美
松
台
ル
ー
ト
） 

新
設
ル
ー
ト
④
市
役
所
東
西
庁
舎
線 

新
設
ル
ー
ト
③
甲
西
南
線
（
医
療
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ト
） 



Konan

今
月
か
ら
変
わ
り
ま
す 

ご
み
収
集 

〈
ょ
┳
┻
鰛
┩
門
ビ
罰
飯
殺
賛
ﾖ
┳
┹
魏
╂

　
３
月
中
旬
に
配
布
し
た
「
ご
み

の
分
け
方
出
し
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

お
よ
び
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

基
づ
い
て
今
月
か
ら
、
新
し
い
ご

み
収
集
の
分
別
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。 

　
前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
新
し
く
加
わ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」
の
分
別
方
法
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

　
下
記
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
う

ち
、
白
色
食
品
ト
レ
ー
や
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
は
も
う
一
度
同
じ
も
の

と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
り
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
焼
却

す
る
と
重
油
な
み
の
発
熱
量
が
あ

る
の
で
、
工
場
な
ど
で
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
　
分
け
れ
ば

資
源
」
。
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
そ
の
他
の
ご
み
の
分
別

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
再
確
認

の
た
め
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

〈
ょ
┳
┻
鰛
┩
門
ビ
罰
飯
殺
賛
ﾖ
┳
┹
魏
╂

これまで「燃えるごみ」として分別していたごみから、
下記に掲げるものを「プラスチック類」として分別し、
週1回の収集日に出してください。 

▼ボトル類 
［食　品］ドレッシング・つゆ・たれ・乳酸飲料などの容器 
［日用品］洗剤・シャンプー・リンス・ハンドクリーム・目薬などの容器 
※ポンプ式の容器は金属のばねが入っているので、金属部分をはずして出してく
ださい。 

▼ポリ袋・ラップ類 
野菜・パン・そば・うどんなどの袋、生鮮食品などのラップ、カップ麺などの薄
い外フィルム、冷凍食品・インスタント食品の袋、あめなどのお菓子の包み 

▼ふた・キャップ類 
空きびんなどについているプラスチック製の中ぶた、ペットボトルなどのプラ
スチック製のふた 

▼カップ・パック類 
［食　品］カップ麺・インスタント食品・プリン・弁当などの容器、卵のパック

など 
［日用品］薬・日用品・化粧品などのケースやパック 

▼網・ネット類 
みかん・玉ねぎなどのネット、プラスチック製の留め具 

▼トレー類　※再商品化します。 
白色食品トレーや発泡スチロールは公民館や大型スーパーの回収ボックスによる
拠点収集にご協力ください。 

▼その他 
ＣＤ類、歯ブラシ、プラスチック製のおもちゃ、ポリバケツ、洗面器、プランター、
文具、ストロー、ビニール製のホースなど 

（1）中身の入っているものや汚れているものは水洗いするか、紙や布などで拭
き取ってから出してください。 

（2）金属類やゴム類などプラスチック以外のものがついていれば、必ず取りは
ずして出してください。 

（3）裏面がアルミ箔のものは「燃えるごみ」の日に出してください。 
（4）必ず「プラスチック類指定袋」に入れて出してください。 
（5）プラスチック以外のものは、絶対に入れないでください。 

＜プラスチック類分別の注意事項＞ 

この識別マー
クを目安にし
てください。 

　
今
回
の
改
定
は
、
合
併
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
旧
石
部
地
区
と
旧
甲
西

地
区
で
格
差
の
あ
っ
た
上
下
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

統
一
す
る
も
の
で
す
。 

〈
上
水
道
料
金
〉 

　
口
径
１３
㎜
を
使
用
し
て
い
る
一
般

家
庭
の
２
カ
月
間
の
平
均
的
な
使

用
量
を
６０ 

と
し
た
場
合
、旧
甲

西
地
区
で
は
５
９
４
円
の
引
き
下
げ
、

旧
石
部
地
区
で
は
１
３
０
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
旧
石
部
地
区
で
口
径
２０

㎜
以
上
を
使
用
し
て
い
る
か
た
に
つ

い
て
は
、
水
量
料
金
は
６
月
か
ら

上
記
の
金
額
に
改
定
し
ま
す
が
、

基
本
料
金
は
平
成
１７
年
度
は
据
え

置
き
、
平
成
１８
年
度
と
平
成
１９
年

度
で
段
階
的
に
改
定
し
、
平
成
１９

年
度
に
湖
南
市
と
し
て
統
一
し
ま
す
。 

〈
下
水
道
料
金
〉 

　
旧
両
町
の
使
用
料
金
に
ほ
と
ん

ど
格
差
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
旧

石
部
地
区
の
料
金
に
統
一
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
旧
甲
西
地
区
の
家
庭

で
は
、
２
カ
月
間
の
平
均
的
な
使

用
量
を
６０ 

と
し
た
場
合
、７０
円

の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。 

〈
基
準
日
〉 

　
上
水
道
料
金
は
、
６
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
改
定
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
基
準
日
を
ま
た
が
る
月

は
日
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。
一
方
、

下
水
道
料
金
は
、
６
月
徴
収
分
（
３

月
・
４
月
使
用
分
）
か
ら
改
定
し

ま
す
。 

　
今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

上
水
道
運
営
委
員
会
お
よ
び
下
水

道
運
営
審
議
会
に
お
い
て
慎
重
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
３
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
各
料
金
の
条
例
改
正
案
を

提
出
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
、
３
月
１８
日
に
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
上
下
水
道
課
庶
務
担
当 

　
　
　
　
　
　

７１
●

２
３
３
７ 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

上水道料金改定表 （消費税込み：2カ月当たり） 

13 

20 

25 

30 

40 

50 

75 

100

1,890 

4,770 

8,100 

13,500 

26,110 

43,210 

106,240 

150,950

1m3以上 
40m3まで 

41m3以上 
100m3まで 

101m3以上 
200m3まで 

201m3以上 

特殊用（仮設） 

94円
 

 

153円 

 

185円 

 
218円 

315円 

基本料金 水量料金 

口径（mm） 金額（円） 使用水量 金　額 

（注）口径20mm以上を使用している旧石部地区のかたへ… 
　　①平成17年度については基本料金を据え置きます。 
　　②上記の基本料金は、平成19年度から適用される金額です。 

下水道料金改定表 （消費税込み：2カ月当たり） 

汚水量区分 金額（円） 

一般排水 

基本料金 

超過料金 

特定排水 

21m3以上 
40m3まで 

20m3まで 2,520

131

136

147

168

210
189

41m3以上 
60m3まで 
61m3以上 
100m3まで 
101m3以上 
200m3まで 

201m3以上 
1,501m3以上 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
る
も
の 

戸液溺ÅÅガビ静ビﾞ┆ビ罰飯

　分別方法など、分からないことがあれば
下記までお問い合わせください。 

■問い合わせ先 
○リサイクルプラザ　　　　 75●3933 
○環境課（東庁舎）　　　　 71●2358 
○市民生活課（西庁舎）　　 77●3101

◆粗大ごみ…「燃えないごみ」に出
せない大きさのごみ。縦＋横＋高
さの合計が80㎝以上のもの、体
積が20 を超えるもの 

◆白色食品トレー、発泡スチロール、
牛乳パック…西庁舎、東庁舎、石
部南公民館、松籟会館、石部コミ
ュニティセンター、各出張所に設
置されている回収ボックスに、分
けて投入 
◆使用済み乾電池…西庁舎、東庁舎、
石部南公民館、松籟会館、石部コ
ミュニティセンター、各小・中学
校、石部地域各電器店に設置され
ている回収ボックスに投入 
◆廃食用油…石部南公民館、石部コ
ミュニティセンター、松籟会館に
設置された回収容器に投入 

◆家電4品目（テレビ・エアコン・
冷凍冷蔵庫・洗濯機）…委託業者
に搬入 

◆家庭用パソコン…製造メーカーに
回収・リサイクルの申し込みをし
て処分 

◆その他のもの…次のものは専門業
者へ投入 

　タイヤ、自動車・バイクおよびそ
の部品、建築廃材（かわら、ブロ
ック、コンクリートがら、土壁、
土砂など）、農業用機械、大型機
械、ピアノ、爆発の危険のあるも
の、農薬、除草剤、殺虫剤、医療
系の廃棄物、店舗や事業所の業務
用ごみ、消火器 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
な
い
も
の 

プラスチック類として出せるもの 

◆燃えるごみ…生ごみ、紙くず、木
くず、木の葉、皮革製品、ぬいぐ
るみ、使い捨てカイロ、雨がっぱ、
台所用アルミホイルなど 
◆大型燃えるごみ…ふとん、毛布、
カーペット、木竹類、プラスチッ
クの衣装ケース、風呂のふたなど 
◆空きびん…飲食物のびんに限り、
無色透明、茶、黒、その他の色に
色分けして、収集コンテナに直接
投入 
※化粧びん・耐熱ガラスなどは「燃
えないごみ」 

◆空き缶…飲み物の缶、お菓子の缶、
のりの缶、お茶の缶、スプレー缶
などを収集コンテナに直接投入 
◆ペットボトル…キャップをはずし
て水洗いしてから専用袋に投入 

◆古紙・古布…新聞、段ボール、雑
誌類、古布古着に分けて、ひもで
縛り投入 

◆燃えないごみ…せともの、電球、
蛍光灯、ガラス製品、小型電気製
品、金属類などを収集コンテナに
直接投入 
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３
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収
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テ
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わ
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色
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ス

チ
ロ
ー
ル
は
も
う
一
度
同
じ
も
の

と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
り
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
焼
却

す
る
と
重
油
な
み
の
発
熱
量
が
あ

る
の
で
、
工
場
な
ど
で
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
　
分
け
れ
ば

資
源
」
。
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
そ
の
他
の
ご
み
の
分
別

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
再
確
認

の
た
め
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

〈
ょ
┳
┻
鰛
┩
門
ビ
罰
飯
殺
賛
ﾖ
┳
┹
魏
╂

これまで「燃えるごみ」として分別していたごみから、
下記に掲げるものを「プラスチック類」として分別し、
週1回の収集日に出してください。 

▼ボトル類 
［食　品］ドレッシング・つゆ・たれ・乳酸飲料などの容器 
［日用品］洗剤・シャンプー・リンス・ハンドクリーム・目薬などの容器 
※ポンプ式の容器は金属のばねが入っているので、金属部分をはずして出してく
ださい。 

▼ポリ袋・ラップ類 
野菜・パン・そば・うどんなどの袋、生鮮食品などのラップ、カップ麺などの薄
い外フィルム、冷凍食品・インスタント食品の袋、あめなどのお菓子の包み 

▼ふた・キャップ類 
空きびんなどについているプラスチック製の中ぶた、ペットボトルなどのプラ
スチック製のふた 

▼カップ・パック類 
［食　品］カップ麺・インスタント食品・プリン・弁当などの容器、卵のパック

など 
［日用品］薬・日用品・化粧品などのケースやパック 

▼網・ネット類 
みかん・玉ねぎなどのネット、プラスチック製の留め具 

▼トレー類　※再商品化します。 
白色食品トレーや発泡スチロールは公民館や大型スーパーの回収ボックスによる
拠点収集にご協力ください。 

▼その他 
ＣＤ類、歯ブラシ、プラスチック製のおもちゃ、ポリバケツ、洗面器、プランター、
文具、ストロー、ビニール製のホースなど 

（1）中身の入っているものや汚れているものは水洗いするか、紙や布などで拭
き取ってから出してください。 

（2）金属類やゴム類などプラスチック以外のものがついていれば、必ず取りは
ずして出してください。 

（3）裏面がアルミ箔のものは「燃えるごみ」の日に出してください。 
（4）必ず「プラスチック類指定袋」に入れて出してください。 
（5）プラスチック以外のものは、絶対に入れないでください。 

＜プラスチック類分別の注意事項＞ 

この識別マー
クを目安にし
てください。 

　
今
回
の
改
定
は
、
合
併
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
旧
石
部
地
区
と
旧
甲
西

地
区
で
格
差
の
あ
っ
た
上
下
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

統
一
す
る
も
の
で
す
。 

〈
上
水
道
料
金
〉 

　
口
径
１３
㎜
を
使
用
し
て
い
る
一
般

家
庭
の
２
カ
月
間
の
平
均
的
な
使

用
量
を
６０ 

と
し
た
場
合
、旧
甲

西
地
区
で
は
５
９
４
円
の
引
き
下
げ
、

旧
石
部
地
区
で
は
１
３
０
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
旧
石
部
地
区
で
口
径
２０

㎜
以
上
を
使
用
し
て
い
る
か
た
に
つ

い
て
は
、
水
量
料
金
は
６
月
か
ら

上
記
の
金
額
に
改
定
し
ま
す
が
、

基
本
料
金
は
平
成
１７
年
度
は
据
え

置
き
、
平
成
１８
年
度
と
平
成
１９
年

度
で
段
階
的
に
改
定
し
、
平
成
１９

年
度
に
湖
南
市
と
し
て
統
一
し
ま
す
。 

〈
下
水
道
料
金
〉 

　
旧
両
町
の
使
用
料
金
に
ほ
と
ん

ど
格
差
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
旧

石
部
地
区
の
料
金
に
統
一
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
旧
甲
西
地
区
の
家
庭

で
は
、
２
カ
月
間
の
平
均
的
な
使

用
量
を
６０ 

と
し
た
場
合
、７０
円

の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。 

〈
基
準
日
〉 

　
上
水
道
料
金
は
、
６
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
改
定
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
基
準
日
を
ま
た
が
る
月

は
日
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。
一
方
、

下
水
道
料
金
は
、
６
月
徴
収
分
（
３

月
・
４
月
使
用
分
）
か
ら
改
定
し

ま
す
。 

　
今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

上
水
道
運
営
委
員
会
お
よ
び
下
水

道
運
営
審
議
会
に
お
い
て
慎
重
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
３
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
各
料
金
の
条
例
改
正
案
を

提
出
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
、
３
月
１８
日
に
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
上
下
水
道
課
庶
務
担
当 

　
　
　
　
　
　

７１
●

２
３
３
７ 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

６
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
 

上水道料金改定表 （消費税込み：2カ月当たり） 

13 

20 

25 

30 

40 

50 

75 

100

1,890 

4,770 

8,100 

13,500 

26,110 

43,210 

106,240 

150,950

1m3以上 
40m3まで 

41m3以上 
100m3まで 

101m3以上 
200m3まで 

201m3以上 

特殊用（仮設） 

94円
 

 

153円 

 

185円 

 
218円 

315円 

基本料金 水量料金 

口径（mm） 金額（円） 使用水量 金　額 

（注）口径20mm以上を使用している旧石部地区のかたへ… 
　　①平成17年度については基本料金を据え置きます。 
　　②上記の基本料金は、平成19年度から適用される金額です。 

下水道料金改定表 （消費税込み：2カ月当たり） 

汚水量区分 金額（円） 

一般排水 

基本料金 

超過料金 

特定排水 

21m3以上 
40m3まで 

20m3まで 2,520

131

136

147

168

210
189

41m3以上 
60m3まで 
61m3以上 
100m3まで 
101m3以上 
200m3まで 

201m3以上 
1,501m3以上 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
る
も
の 

戸液溺ÅÅガビ静ビﾞ┆ビ罰飯

　分別方法など、分からないことがあれば
下記までお問い合わせください。 

■問い合わせ先 
○リサイクルプラザ　　　　 75●3933 
○環境課（東庁舎）　　　　 71●2358 
○市民生活課（西庁舎）　　 77●3101

◆粗大ごみ…「燃えないごみ」に出
せない大きさのごみ。縦＋横＋高
さの合計が80㎝以上のもの、体
積が20 を超えるもの 
◆白色食品トレー、発泡スチロール、
牛乳パック…西庁舎、東庁舎、石
部南公民館、松籟会館、石部コミ
ュニティセンター、各出張所に設
置されている回収ボックスに、分
けて投入 
◆使用済み乾電池…西庁舎、東庁舎、
石部南公民館、松籟会館、石部コ
ミュニティセンター、各小・中学
校、石部地域各電器店に設置され
ている回収ボックスに投入 
◆廃食用油…石部南公民館、石部コ
ミュニティセンター、松籟会館に
設置された回収容器に投入 
◆家電4品目（テレビ・エアコン・
冷凍冷蔵庫・洗濯機）…委託業者
に搬入 
◆家庭用パソコン…製造メーカーに
回収・リサイクルの申し込みをし
て処分 
◆その他のもの…次のものは専門業
者へ投入 
　タイヤ、自動車・バイクおよびそ
の部品、建築廃材（かわら、ブロ
ック、コンクリートがら、土壁、
土砂など）、農業用機械、大型機
械、ピアノ、爆発の危険のあるも
の、農薬、除草剤、殺虫剤、医療
系の廃棄物、店舗や事業所の業務
用ごみ、消火器 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
な
い
も
の 

プラスチック類として出せるもの 

◆燃えるごみ…生ごみ、紙くず、木
くず、木の葉、皮革製品、ぬいぐ
るみ、使い捨てカイロ、雨がっぱ、
台所用アルミホイルなど 
◆大型燃えるごみ…ふとん、毛布、
カーペット、木竹類、プラスチッ
クの衣装ケース、風呂のふたなど 
◆空きびん…飲食物のびんに限り、
無色透明、茶、黒、その他の色に
色分けして、収集コンテナに直接
投入 
※化粧びん・耐熱ガラスなどは「燃
えないごみ」 

◆空き缶…飲み物の缶、お菓子の缶、
のりの缶、お茶の缶、スプレー缶
などを収集コンテナに直接投入 
◆ペットボトル…キャップをはずし
て水洗いしてから専用袋に投入 
◆古紙・古布…新聞、段ボール、雑
誌類、古布古着に分けて、ひもで
縛り投入 
◆燃えないごみ…せともの、電球、
蛍光灯、ガラス製品、小型電気製
品、金属類などを収集コンテナに
直接投入 

Konan 



Konan

　
介
護
保
険
の
財
源
は
国
（
２５
％
）、

県
（
１２
・
５
％
）、
市
（
１２
・
５

％
）、
第
１
号
被
保
険
者
（
１８
％
）、

第
２
号
被
保
険
者
（
３２
％
）
の
歳

入
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
割
合
が
崩
れ
る
と
財
源
が

苦
し
く
な
り
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
か
ら
の
繰
入
や
財
政
安
定
化

基
金
へ
の
借
金
な
ど
に
頼
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
支
え
合
い
の
し
く
み
で

す
の
で
、
必
ず
保
険
料
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
３
年
ご
と
に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
方
法
な
ど
を
具
体
的
に

計
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
合
併
し
た
平
成
１６
年
度
は
旧
町
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
し
、

旧
町
そ
れ
ぞ
れ
で
設
定
さ
れ
た
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
は
湖
南
市
と
し
て
、
高
齢
者
数
や
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み
な
ど
を
見
直
し
た
「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
い
て
運
営
し
、
介
護
保
険
料
も
統
一
し
た
金
額
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
平
成
１７
年
度
介
護
保
険
料
を
決
定
す
る
ま
で
の
し
く

み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

40歳から 
64歳までの人の 
保険料 
（第2号被保険者） 

国の負担金 
都道府県の 
負担金 

市区町村の 
負担金 

65歳以上の 
人の保険料 
（第1号被保険者） 32％ 

25％ 

12.5％ 

12.5％ 

18％ 保険料 

公　費 用
語
の
説
明 
介
護
保
険
料
は
こ
う
し
て
決
ま
る
 

高齢者数・要介護（要支援）認定者数が
どうなるかを見込みます 1

　高齢者数および介護サービスの対象者とな
る認定者数がどのくらい見込まれるかによっ
て必要な介護サービス量（費用）が上下し、
それが保険料の設定に大きく影響します。 
　要介護（要支援）認定者数の見込みは左表
のとおりです。 
〔高齢者数×認定率（出現率）＝要介護（要
支援）認定者数の推計値〕 

給付費の見込みを出します 5
給付費とはかかった費用から個人負
担を除いた金額のことです。 
（1）施設サービスにかかる給付費 
〔費用見込額－個人負担額〕 

（2）居宅サービスにかかる給付費 
〔費用見込額－個人負担額〕 

（3）居宅介護支援費（ケアプラン作成）、
福祉用具購入費、住宅改修費、
高額介護サービス費などにかか
る給付費 
〔実績から見込みます〕 

 以上の（1）（2）（3）と上乗せ利用の
給付費を合計すると、1年間の給付費
の見込額となります。 

介護保険料の試算をします 6
　1年間の給付費の合計に第1号被
保険者（65歳以上の人）の保険料
で負担する割合（18％）を乗じて
得た額に財政安定化基金拠出金（※
4）を加えた合計額を高齢者数（第
1号被保険者数の見込み）で除します。 
計算式は左表のとおりです。 
　以上の結果、湖南市の介護保険料
は左表のとおりです。 
　湖南市では低所得者対策として6
段階に設定しています。計算した保
険料基準額（3,600円）に左表の段階
別の乗率をかけて出た数値が月額と
なります。なお、第5段階と第6段
階の境界所得を450万円としました。 

施設サービス利用者数がどうなるかを見
込みます 2

　平成17年度における甲賀圏域の介護保険
施設のベッド数をもとに、要介護度の重度化
を考え合わせながら、平成15年度の利用状
況からそれぞれの施設の利用者数を見込みま
す。 

居宅サービス利用者数がどうなるかを見
込みます 3

　居宅サービス利用者の要介護度別人数を見
込みます。要介護（要支援）認定者数から施
設サービス利用者数とサービス未利用者見込
数を差し引きます。 

介護サービスに必要な費用を見込みます 4
（1）施設サービスの費用 
〔実績に基づく一人当たり費用額×各施設
利用者数×12カ月〕 

（2）標準的居宅サービス、グループホーム、 
　　有料老人ホーム（特定施設入所者生活 
　　介護）、居宅療養管理指導の費用 
〔一人当たりサービス利用費用×サービス
利用者数×12カ月〕 

（3）上乗せ利用の費用 
　〔上乗せ金額×上乗せ利用率×対象者数〕 

＜「上乗せ利用」とは＞ 
　湖南市では介護保険法で定められている居
宅サービスの支給限度額（1カ月分）に上乗
せを行います。たとえば、重度化防止の方法
としてデイサービス（通所介護）などの回数
を増やしても、上乗せを行う金額まで利用で
きるようになっています。 

高齢者数の見込み （人） 

前期高齢者数（65－74歳） 
後期高齢者数（75歳以上） 
計 

4,265 
2,893 
7,158

要介護（要支援）認定者数の見込み （人） 

65歳以上 
40歳以上64歳以下 
計 

953 
44 
997

居宅サービス利用者数の見込み （人） 

要支援 
要介護1 
要介護2 
要介護3 
要介護4 
要介護5 
計 

87 
207 
111 
74 
53 
34 
566

施設サービス利用者数の見込み （人） 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 
介護老人保健施設 
（老人保健施設） 
介護療養型医療施設 
（療養型医療施設） 
計 

118 
 

71 
 

51 
 

240

施設サービス総費用の見込み （円） 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 
介護老人保健施設 
（老人保健施設） 
介護療養型医療施設 
（療養型医療施設） 
計 

440,432,916 
 

278,434,392 
 

258,937,536 
 

977,804,844

居宅サービス総費用の見込み （円） 

標準的居宅サービス 
 

グループホーム 
 
有料老人ホーム 
（特定施設入所者生活介護） 

居宅療養管理指導 
 
計 

706,420,860 
 

95,064,876 
 

4,196,652 
 

1,358,454 
 

807,040,842

726,336,758 
851,744,412 
56,167,554 
2,207,882 
10,178,030 
6,364,855 
2,389,250 

1,655,388,741

1年間の給付費の見込額 （円） 

居宅サービス給付費 
施設サービス給付費 
居宅介護支援費給付費 
福祉用具購入費給付費 
住宅改修費給付費 
高額介護サービス費給付費 
審査支払手数料（※１） 
計 

支給限度額 （円） 

 
 
要支援 
要介護1 
要介護2 
要介護3 
要介護4 
要介護5

 
 

61,500 
165,800 
194,800 
267,500 
306,000 
358,300

 
 

75,000 
169,800 
198,800 
271,500 
314,000 
366,300

 
 

13,500 
4,000 
4,000 
4,000 
8,000 
8,000

法定支給限
度額（１カ月） 

市の支給限
度額（1カ月） 上乗せ金額 

本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が200万円以上450万円未満の人 

介護保険料 （円） 

所得段階 年間保険料 月　額 

第1段階 

対　　象　　者 
生活保護の受給者・老齢福祉年金の
受給者で、世帯全員が住民税非課税
の人 

19,4401,620

第2段階 30,2402,520世帯全員が住民税非課税の人 

第3段階 43,2003,600本人は住民税非課税だが世帯のだれ 
かが住民税課税の人 

第4段階 54,0004,500本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が200万円未満の人 

第5段階 64,8005,400

第6段階 79,9206,660本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が450万円以上の人 

乗　率 

0.45

0.7

1

1.25

1.5

1.85

介護保険料の試算（計算方法） 

3,018,300 
2,716,470 

 

上乗せ居宅サービス給付費の見込み （円） 

費用額 
給付費 
 

〔1,655,388,741円（給付費見込額）×18％
（第1号被保険者の負担割合）×1.0496（後
期高齢者補正係数（※2））×1.0320（所得
補正係数（※3））＋1,418,218円（財政安定
化基金拠出金（※4））＋2,716,470円（市町
村特別給付の見込額）－13,000,000円（基
金繰入金（※5））〕÷98.45％（保険料収納
率（※6））=318,833,874円（1年間必要額） 

318,833,874円÷7,380人（被
保険者見込数）÷12カ月≒
3,600円（保険料基準額） 

※
１
審
査
支
払
手
数
料
　
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
か
ら
請
求
さ
れ
た
内
容
の
審
査

や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
払
い
を

行
っ
て
い
る
国
保
連
合
会
へ
支
払
う

手
数
料
。 

※
２
後
期
高
齢
者
補
正
係
数
　
要
介
護

と
な
る
可
能
性
が
高
い
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
の
割
合
が
多
い
と
第

１
号
保
険
料
率
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
調
整
交
付
金
の
割
合
を
算
定
す

る
に
当
た
っ
て
、
全
国
標
準
的
な
要

介
護
者
の
発
生
率
と
本
市
の
発
生
率

と
を
比
較
考
慮
し
て
、
第
１
号
保
険

料
で
賦
課
す
べ
き
割
合
を
補
正
し
ま

す
。 

※
３
所
得
補
正
係
数
　
第
１
号
被
保
険

者
の
所
得
段
階
別
の
構
成
割
合
が
全

国
標
準
的
な
割
合
よ
り
も
低
い
場
合

は
保
険
料
基
準
額
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、
調
整
交
付
金
の
割
合
を
算
定

す
る
に
当
た
っ
て
、
第
１
号
被
保
険

者
の
所
得
段
階
別
構
成
割
合
を
考
慮

し
ま
す
。 

※
４
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
　
市
町

の
財
政
の
安
定
化
を
図
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
を
回
避
で
き
る
よ
う

に
県
に
設
置
さ
れ
た
基
金
に
拠
出
す

る
お
金
。 

※
５
基
金
繰
入
金
　
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
分
は
各
年
度
に
お
い
て
過

不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

余
剰
金
が
生
じ
れ
ば
、
「
介
護
給
付

費
準
備
基
金
」
に
積
み
立
て
ま
す
。

不
足
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
、
財
源
と
し
て
使
い

ま
す
。 

※
６
保
険
料
収
納
率
　
市
が
第
１
被
保

険
者
に
対
し
て
賦
課
す
る
保
険
料
総

額
に
対
し
て
、
実
際
に
収
納
さ
れ
る

保
険
料
の
見
込
額
の
割
合
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
　 

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
担
当
（
東
庁
舎
） 

　

７１
●

２
３
５
６
　

７２
●

３
７
８
８ 

保
険
料
の
納
付
に 

　
　
　
ご
協
力
を
！ 

うち5％程度 
は調整交付金 利用者負担 

65歳以上の人の保険料 

年金から天引き 個別に納付 国保、健保などの医療保険料 
とあわせて納付 

社会保険診療報酬支払基金 

40歳から64歳までの人の 
保険料 

社会保険庁 市区町村 

市区町村（保険者） 

介護保険給付 

介
護
保
険
の
財
源 

み
ん
な
で
支
え
合
う
介
護
保
険
 



Konan 

　
介
護
保
険
の
財
源
は
国
（
２５
％
）、

県
（
１２
・
５
％
）、
市
（
１２
・
５

％
）、
第
１
号
被
保
険
者
（
１８
％
）、

第
２
号
被
保
険
者
（
３２
％
）
の
歳

入
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
割
合
が
崩
れ
る
と
財
源
が

苦
し
く
な
り
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
か
ら
の
繰
入
や
財
政
安
定
化

基
金
へ
の
借
金
な
ど
に
頼
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
支
え
合
い
の
し
く
み
で

す
の
で
、
必
ず
保
険
料
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
３
年
ご
と
に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
方
法
な
ど
を
具
体
的
に

計
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
合
併
し
た
平
成
１６
年
度
は
旧
町
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
し
、

旧
町
そ
れ
ぞ
れ
で
設
定
さ
れ
た
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
は
湖
南
市
と
し
て
、
高
齢
者
数
や
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み
な
ど
を
見
直
し
た
「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
い
て
運
営
し
、
介
護
保
険
料
も
統
一
し
た
金
額
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
平
成
１７
年
度
介
護
保
険
料
を
決
定
す
る
ま
で
の
し
く

み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

40歳から 
64歳までの人の 
保険料 
（第2号被保険者） 

国の負担金 
都道府県の 
負担金 

市区町村の 
負担金 

65歳以上の 
人の保険料 
（第1号被保険者） 32％ 

25％ 

12.5％ 

12.5％ 

18％ 保険料 

公　費 用
語
の
説
明 

介
護
保
険
料
は
こ
う
し
て
決
ま
る
 

高齢者数・要介護（要支援）認定者数が
どうなるかを見込みます 1

　高齢者数および介護サービスの対象者とな
る認定者数がどのくらい見込まれるかによっ
て必要な介護サービス量（費用）が上下し、
それが保険料の設定に大きく影響します。 
　要介護（要支援）認定者数の見込みは左表
のとおりです。 
〔高齢者数×認定率（出現率）＝要介護（要
支援）認定者数の推計値〕 

給付費の見込みを出します 5
給付費とはかかった費用から個人負
担を除いた金額のことです。 
（1）施設サービスにかかる給付費 
〔費用見込額－個人負担額〕 

（2）居宅サービスにかかる給付費 
〔費用見込額－個人負担額〕 

（3）居宅介護支援費（ケアプラン作成）、
福祉用具購入費、住宅改修費、
高額介護サービス費などにかか
る給付費 
〔実績から見込みます〕 

 以上の（1）（2）（3）と上乗せ利用の
給付費を合計すると、1年間の給付費
の見込額となります。 

介護保険料の試算をします 6
　1年間の給付費の合計に第1号被
保険者（65歳以上の人）の保険料
で負担する割合（18％）を乗じて
得た額に財政安定化基金拠出金（※
4）を加えた合計額を高齢者数（第
1号被保険者数の見込み）で除します。 
計算式は左表のとおりです。 
　以上の結果、湖南市の介護保険料
は左表のとおりです。 
　湖南市では低所得者対策として6
段階に設定しています。計算した保
険料基準額（3,600円）に左表の段階
別の乗率をかけて出た数値が月額と
なります。なお、第5段階と第6段
階の境界所得を450万円としました。 

施設サービス利用者数がどうなるかを見
込みます 2

　平成17年度における甲賀圏域の介護保険
施設のベッド数をもとに、要介護度の重度化
を考え合わせながら、平成15年度の利用状
況からそれぞれの施設の利用者数を見込みま
す。 

居宅サービス利用者数がどうなるかを見
込みます 3

　居宅サービス利用者の要介護度別人数を見
込みます。要介護（要支援）認定者数から施
設サービス利用者数とサービス未利用者見込
数を差し引きます。 

介護サービスに必要な費用を見込みます 4
（1）施設サービスの費用 
〔実績に基づく一人当たり費用額×各施設
利用者数×12カ月〕 

（2）標準的居宅サービス、グループホーム、 
　　有料老人ホーム（特定施設入所者生活 
　　介護）、居宅療養管理指導の費用 
〔一人当たりサービス利用費用×サービス
利用者数×12カ月〕 

（3）上乗せ利用の費用 
　〔上乗せ金額×上乗せ利用率×対象者数〕 

＜「上乗せ利用」とは＞ 
　湖南市では介護保険法で定められている居
宅サービスの支給限度額（1カ月分）に上乗
せを行います。たとえば、重度化防止の方法
としてデイサービス（通所介護）などの回数
を増やしても、上乗せを行う金額まで利用で
きるようになっています。 

高齢者数の見込み （人） 

前期高齢者数（65－74歳） 
後期高齢者数（75歳以上） 
計 

4,265 
2,893 
7,158

要介護（要支援）認定者数の見込み （人） 

65歳以上 
40歳以上64歳以下 
計 

953 
44 
997

居宅サービス利用者数の見込み （人） 

要支援 
要介護1 
要介護2 
要介護3 
要介護4 
要介護5 
計 

87 
207 
111 
74 
53 
34 
566

施設サービス利用者数の見込み （人） 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 
介護老人保健施設 
（老人保健施設） 
介護療養型医療施設 
（療養型医療施設） 
計 

118 
 

71 
 

51 
 

240

施設サービス総費用の見込み （円） 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 
介護老人保健施設 
（老人保健施設） 
介護療養型医療施設 
（療養型医療施設） 
計 

440,432,916 
 

278,434,392 
 

258,937,536 
 

977,804,844

居宅サービス総費用の見込み （円） 

標準的居宅サービス 
 

グループホーム 
 
有料老人ホーム 
（特定施設入所者生活介護） 

居宅療養管理指導 
 
計 

706,420,860 
 

95,064,876 
 

4,196,652 
 

1,358,454 
 

807,040,842

726,336,758 
851,744,412 
56,167,554 
2,207,882 
10,178,030 
6,364,855 
2,389,250 

1,655,388,741

1年間の給付費の見込額 （円） 

居宅サービス給付費 
施設サービス給付費 
居宅介護支援費給付費 
福祉用具購入費給付費 
住宅改修費給付費 
高額介護サービス費給付費 
審査支払手数料（※１） 
計 

支給限度額 （円） 

 
 
要支援 
要介護1 
要介護2 
要介護3 
要介護4 
要介護5

 
 

61,500 
165,800 
194,800 
267,500 
306,000 
358,300

 
 

75,000 
169,800 
198,800 
271,500 
314,000 
366,300

 
 

13,500 
4,000 
4,000 
4,000 
8,000 
8,000

法定支給限
度額（１カ月） 

市の支給限
度額（1カ月） 上乗せ金額 

本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が200万円以上450万円未満の人 

介護保険料 （円） 

所得段階 年間保険料 月　額 

第1段階 

対　　象　　者 
生活保護の受給者・老齢福祉年金の
受給者で、世帯全員が住民税非課税
の人 

19,4401,620

第2段階 30,2402,520世帯全員が住民税非課税の人 

第3段階 43,2003,600本人は住民税非課税だが世帯のだれ 
かが住民税課税の人 

第4段階 54,0004,500本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が200万円未満の人 

第5段階 64,8005,400

第6段階 79,9206,660本人は住民税課税で、前年の合計所 
得が450万円以上の人 

乗　率 

0.45

0.7

1

1.25

1.5

1.85

介護保険料の試算（計算方法） 

3,018,300 
2,716,470 

 

上乗せ居宅サービス給付費の見込み （円） 

費用額 
給付費 
 

〔1,655,388,741円（給付費見込額）×18％
（第1号被保険者の負担割合）×1.0496（後
期高齢者補正係数（※2））×1.0320（所得
補正係数（※3））＋1,418,218円（財政安定
化基金拠出金（※4））＋2,716,470円（市町
村特別給付の見込額）－13,000,000円（基
金繰入金（※5））〕÷98.45％（保険料収納
率（※6））=318,833,874円（1年間必要額） 

318,833,874円÷7,380人（被
保険者見込数）÷12カ月≒
3,600円（保険料基準額） 

※
１
審
査
支
払
手
数
料
　
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
か
ら
請
求
さ
れ
た
内
容
の
審
査

や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
払
い
を

行
っ
て
い
る
国
保
連
合
会
へ
支
払
う

手
数
料
。 

※
２
後
期
高
齢
者
補
正
係
数
　
要
介
護

と
な
る
可
能
性
が
高
い
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
の
割
合
が
多
い
と
第

１
号
保
険
料
率
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
調
整
交
付
金
の
割
合
を
算
定
す

る
に
当
た
っ
て
、
全
国
標
準
的
な
要

介
護
者
の
発
生
率
と
本
市
の
発
生
率

と
を
比
較
考
慮
し
て
、
第
１
号
保
険

料
で
賦
課
す
べ
き
割
合
を
補
正
し
ま

す
。 

※
３
所
得
補
正
係
数
　
第
１
号
被
保
険

者
の
所
得
段
階
別
の
構
成
割
合
が
全

国
標
準
的
な
割
合
よ
り
も
低
い
場
合

は
保
険
料
基
準
額
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、
調
整
交
付
金
の
割
合
を
算
定

す
る
に
当
た
っ
て
、
第
１
号
被
保
険

者
の
所
得
段
階
別
構
成
割
合
を
考
慮

し
ま
す
。 

※
４
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
　
市
町

の
財
政
の
安
定
化
を
図
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
を
回
避
で
き
る
よ
う

に
県
に
設
置
さ
れ
た
基
金
に
拠
出
す

る
お
金
。 

※
５
基
金
繰
入
金
　
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
分
は
各
年
度
に
お
い
て
過

不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

余
剰
金
が
生
じ
れ
ば
、
「
介
護
給
付

費
準
備
基
金
」
に
積
み
立
て
ま
す
。

不
足
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
、
財
源
と
し
て
使
い

ま
す
。 

※
６
保
険
料
収
納
率
　
市
が
第
１
被
保

険
者
に
対
し
て
賦
課
す
る
保
険
料
総

額
に
対
し
て
、
実
際
に
収
納
さ
れ
る

保
険
料
の
見
込
額
の
割
合
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
　 

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
担
当
（
東
庁
舎
） 

　

７１
●

２
３
５
６
　

７２
●

３
７
８
８ 

保
険
料
の
納
付
に 

　
　
　
ご
協
力
を
！ 

うち5％程度 
は調整交付金 利用者負担 

65歳以上の人の保険料 

年金から天引き 個別に納付 国保、健保などの医療保険料 
とあわせて納付 

社会保険診療報酬支払基金 

40歳から64歳までの人の 
保険料 

社会保険庁 市区町村 

市区町村（保険者） 

介護保険給付 

介
護
保
険
の
財
源 

み
ん
な
で
支
え
合
う
介
護
保
険
 



Konan

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

65歳 

70歳 

昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生 

昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生 

昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生 

昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生 

昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生 

昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生 

昭和10年4月1日～昭和11年3月31日生 

　
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で

都
合
の
よ
い
日
時
を
選
ん
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

■
対
象
者
・
内
容 

①
１６
歳
以
上
‥
‥
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
、
身
体
測
定
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
問
診 

②
１８
歳
以
上
‥
‥
①
の
内
容
に
加

え
、
血
液
検
査 

③
４０
歳
以
上
‥
‥
①
の
内
容
に
加

え
、
血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、

眼
底
検
査 

■
持
ち
物 

受
診
料
１
、
２
０
０
円
（
１８
歳

〜
６４
歳
）
、
案
内
は
が
き
（
お

持
ち
の
人
の
み
）
、
健
康
手
帳 

■
問
診
票
と
尿
検
査
容
器 

　
次
の
場
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
健
診
会
場
に
も
用
意
し
ま

す
が
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
な

る
べ
く
事
前
に
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
き
、
記
入
・
採
尿
の
う
え
、
当

日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
配
置
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、

石
部
保
健
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
福
祉

介
護
課
（
東
庁
舎
）
、
各
公
民
館

（
三
雲
・
柑
子
袋
・
石
部
南
・
岩

根
・
菩
提
寺
・
下
田
）
、
各
会
館

（
三
雲
・
夏
見
・
松
籟
・
岩
根
）
、

三
雲
教
育
集
会
所
、
市
民
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）

本
館 

始まります 平成17年度の 健（検）診 が 
がん検診日程 

4月26日 
（火） 
三　雲 
公民館 

4月27日 
（水） 
三　雲 
公民館 

4月28日 
（木） 
柑子袋 
公民館 

5月9日 
（月） 
保　健 
センター 

5月10日 
（火） 
保　健 
センター 

5月11日 
（水） 
保　健 
センター 
5月20日 
（金） 
保　健 
センター 

5月12日 
（木） 
保　健 
センター 

5月13日 
（金） 
保　健 
センター 

5月16日 
（月） 
保　健 
センター 

5月18日 
（水） 
サンヒルズ 
甲西（本館） 

5月19日 
（木） 
サンヒルズ 
甲西（本館） 
6月3日 
（金） 
保　健 
センター 

5月23日 
（月） 
保　健 
センター 

5月26日 
（木） 
石部保健 
センター 

5月27日 
（金） 
石部保健 
センター 

6月2日 
（木） 
保　健 
センター 

6月20日 
（月） 
岩　根 
公民館 
［50］ 

大腸がん 
容器配布 
日など　 

6月22日 
（水） 
下　田 
公民館 
［100］ 

6月23日 
（木） 
北山台 
自治会館 
［50］ 

6月24日 
（金） 
菩提寺 
公民館 
［100］ 

4月5日 
（火） 

配布日 

容器回収日 成人健診実施会場の受付時間内 
11月にも再度実施する予定です。詳しくは「広報こなん」11月号をご覧ください。 

9月以降に実施します。詳しくは9月1日発行の「広報こなん」9月号もしくは「保健センターだより」（後期）を 
ご覧ください。なお、対象となる人への個人通知は行いませんのであらかじめご了承ください。 

保　健 
センター 

4月6日 
（水） 

石部保健 
センター 
三　雲 
公民館 4月7日 

（木） 柑子袋 
公民館 
菩提寺 
公民館 4月8日 

（金） イワタニランド 
自治会館 

場　所 

午前9時　 
　  ～正午 
午後1時　 
　　～5時 
午前9時　 
　  ～正午 
午後1時　 
　　～5時 

時　間 

40歳以上 2,100円 

40歳以上 900円 

30歳以上 1,700円 

40歳以上 500円 

成人健診・ 
胃がん検診セット 

健（検）診名 対象者 検診料 内容等 実 施 日 お よ び 会 場 備　考 

＊すべて午
前中です。 

＊定員は各
80人です。 

＊すべて午
前中です。 

＊[　]内は
定員です。 

胸部レントゲン撮
影・身体測定・血
圧測定・検尿・問診・
血液検査・診察 
※心電図・眼底検
査は本人の希望
または診察医の
判断に応じて行
います。 
※胃がん検診で
はバリウムを飲ん
で胃部のレントゲ
ンを撮ります。 

バリウムを飲ん
で胃部のレント
ゲンを撮ります。 

2日分の便を採り、
潜血反応を見ま
す。問診票とと
もに回収箱で
回収します。容
器配布日・回収
日を指定してい
ますのでご注意
ください。 

医療機関で子宮
頸部の細胞を採っ
て検査します。 
※医師の判断によ
り体部検診をする
ことがあります。 

胃がん検診 

大腸がん検診 

子宮がん検診 
（医療機関） 

女性セット検診 
（乳がん検診・子宮がん検診） 

午前9時 
 

午後5時 
〜 

4月11日 
（月） 

5月16日（月） 
～20日（金） 

配布日 
岩　根 
公民館 
下　田 
公民館 
サンヒルズ 
甲西（本館） 

4月15日 
（金） 

保　健 
センター 

石部保健 
センター 

場　所 

午後1時　 
　　～5時 

午後1時　 
　　～5時 
午前9時　 
　  ～正午 

時　間 

4月12日（火） 
～14日（木） 

4月18日（月） 
～5月13日（金） 

午前9時　 
～午後5時 
※左記日程
のうち土 
　・日曜日、
祝日は除
きます。 

5月9日（月）～平成18年1月31日（火）に各保健センター窓口でお
申し込みください。甲賀市・湖南市・草津市・守山市・栗東市・
野洲市内の指定の産婦人科で、それぞれの診療時間内での受診
となります。 

成
人
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

４
月
11
日（
月
）〜
６
月
３
日（
金
） 

成人健診日程 

※受付の番号札については、午前の会場は午前8時30分から、午後の
会場は午後1時から、それぞれ会場に用意しています。 

※会場によっては駐車場を確保できませんので、できるだけ徒歩・
自転車などでお越しください。 

4月11日（月） 
4月12日（火） 
4月13日（水） 
4月14日（木） 
4月18日（月） 
4月19日（火） 
4月20日（水） 
4月21日（木） 
4月22日（金） 
4月25日（月） 
4月26日（火） 
4月27日（水） 
4月28日（木） 
5月10日（火） 
5月11日（水） 
5月12日（木） 
5月13日（金） 
5月16日（月） 
5月17日（火） 
5月18日（水） 
5月19日（木） 
5月20日（金） 
5月24日（火） 
5月25日（水） 
5月26日（木） 
5月27日（金） 
5月31日（火） 
6月  1日（水） 
6月  3日（金） 

保健センター 
イワタニランド自治会館 
みどりの村自治会館 
三上台自治会館 
正福寺公民館 
平松草の根ハウス 

勤労青少年ホーム（吉永） 
岩根公民館 
松籟会館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じゅらくの里 

 
ハイウェイサイドタウン自治会館 
近江台自治会館 
菩提寺公民館 
北山台自治会館 
中央東自治会館 
針公民館 
岩根会館 

石部保健センター 
 

三雲公民館 
妙感寺公民館 
柑子袋公民館 

 
 
 
 

中山区集会所 
 
 
 

保健センター 
 
 

石部保健センター 
 
 
 

保健センター 

保健センター 
（旧甲西町保健センター） 

市民学習交流センター 
（サンヒルズ甲西）本館 

石部保健センター 

じゅらくの里 

下田公民館 

石部保健センター 

会　　場 
午前（受付：午前9時30分～11時） 

会　　場 
午後（受付：午後1時30分～3時） 

実　施　日 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　　　 72●4008 
○石部保健センター　 77●7008　 

＊すべて年度末年齢です。 

毎年受けている人も、今年こそ受けてみようと思っている人も、自分の健康について確認できるよい機会です。受診の機会がない人はぜひ受診してください。 
※これまで行ってきた個人への案内通知は行いませんのであらかじめご了承ください。 

　
成
人
健
診
と
同
時
に
、
左
記
に

該
当
す
る
人
を
対
象
に
、
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。
な
お
、
平
成
１４
・
１５
・
１６

年
度
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
て
い
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

●
節
目
年
齢
の
人
（
左
表
参
照
） 

              

●
40
歳
以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人 

ア
）
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人 

イ
）
手
術
な
ど
で
広
範
囲
な
処
置

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
、
ま
た

は
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
の
出
血

が
あ
っ
た
人
で
定
期
的
に
肝
機
能

検
査
を
受
け
て
い
な
い
人 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

の
実
施
に
つ
い
て 

■
申
込
方
法 

○
電
話
（

７２
●

４
０
０
８
）
で
、

も
し
く
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）
。 

○
成
人
健
診
、
大
腸
が
ん
検
診
の

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

○
胃
が
ん
検
診
、
成
人
健
診
・
胃

が
ん
検
診
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
子
宮
が
ん
検
診
（
医
療
機
関
）

の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
上

記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
期
間 

４
月
１５
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
） 

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
各
日
と
も
先
着
順
で
す
。
希
望

に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

■
受
診
料
免
除
に
つ
い
て 

　
６４
歳
以
下
の
人
で
非
課
税
世
帯

等
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
健
（
検
）
診
に
つ
い
て

受
診
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

受
診
日
の
１
週
間
前
に
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
６５
歳
以
上
の
人
は
受
診
料
は
無

料
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
健（
検
）診
も
日
時
・

会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 



Konan 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

65歳 

70歳 

昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生 

昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生 

昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生 

昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生 

昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生 

昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生 

昭和10年4月1日～昭和11年3月31日生 

　
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で

都
合
の
よ
い
日
時
を
選
ん
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

■
対
象
者
・
内
容 

①
１６
歳
以
上
‥
‥
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
、
身
体
測
定
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
問
診 

②
１８
歳
以
上
‥
‥
①
の
内
容
に
加

え
、
血
液
検
査 

③
４０
歳
以
上
‥
‥
①
の
内
容
に
加

え
、
血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、

眼
底
検
査 

■
持
ち
物 

受
診
料
１
、
２
０
０
円
（
１８
歳

〜
６４
歳
）
、
案
内
は
が
き
（
お

持
ち
の
人
の
み
）
、
健
康
手
帳 

■
問
診
票
と
尿
検
査
容
器 

　
次
の
場
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
健
診
会
場
に
も
用
意
し
ま

す
が
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
な

る
べ
く
事
前
に
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
き
、
記
入
・
採
尿
の
う
え
、
当

日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
配
置
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、

石
部
保
健
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
福
祉

介
護
課
（
東
庁
舎
）
、
各
公
民
館

（
三
雲
・
柑
子
袋
・
石
部
南
・
岩

根
・
菩
提
寺
・
下
田
）
、
各
会
館

（
三
雲
・
夏
見
・
松
籟
・
岩
根
）
、

三
雲
教
育
集
会
所
、
市
民
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）

本
館 

始まります 平成17年度の 健（検）診 が 
がん検診日程 

4月26日 
（火） 
三　雲 
公民館 

4月27日 
（水） 
三　雲 
公民館 

4月28日 
（木） 
柑子袋 
公民館 

5月9日 
（月） 
保　健 
センター 

5月10日 
（火） 
保　健 
センター 

5月11日 
（水） 
保　健 
センター 
5月20日 
（金） 
保　健 
センター 

5月12日 
（木） 
保　健 
センター 

5月13日 
（金） 
保　健 
センター 

5月16日 
（月） 
保　健 
センター 

5月18日 
（水） 
サンヒルズ 
甲西（本館） 

5月19日 
（木） 
サンヒルズ 
甲西（本館） 
6月3日 
（金） 
保　健 
センター 

5月23日 
（月） 
保　健 
センター 

5月26日 
（木） 
石部保健 
センター 

5月27日 
（金） 
石部保健 
センター 

6月2日 
（木） 
保　健 
センター 

6月20日 
（月） 
岩　根 
公民館 
［50］ 

大腸がん 
容器配布 
日など　 

6月22日 
（水） 
下　田 
公民館 
［100］ 

6月23日 
（木） 
北山台 
自治会館 
［50］ 

6月24日 
（金） 
菩提寺 
公民館 
［100］ 

4月5日 
（火） 

配布日 

容器回収日 成人健診実施会場の受付時間内 
11月にも再度実施する予定です。詳しくは「広報こなん」11月号をご覧ください。 

9月以降に実施します。詳しくは9月1日発行の「広報こなん」9月号もしくは「保健センターだより」（後期）を 
ご覧ください。なお、対象となる人への個人通知は行いませんのであらかじめご了承ください。 

保　健 
センター 

4月6日 
（水） 

石部保健 
センター 
三　雲 
公民館 4月7日 

（木） 柑子袋 
公民館 
菩提寺 
公民館 4月8日 

（金） イワタニランド 
自治会館 

場　所 

午前9時　 
　  ～正午 
午後1時　 
　　～5時 
午前9時　 
　  ～正午 
午後1時　 
　　～5時 

時　間 

40歳以上 2,100円 

40歳以上 900円 

30歳以上 1,700円 

40歳以上 500円 

成人健診・ 
胃がん検診セット 

健（検）診名 対象者 検診料 内容等 実 施 日 お よ び 会 場 備　考 

＊すべて午
前中です。 

＊定員は各
80人です。 

＊すべて午
前中です。 

＊[　]内は
定員です。 

胸部レントゲン撮
影・身体測定・血
圧測定・検尿・問診・
血液検査・診察 
※心電図・眼底検
査は本人の希望
または診察医の
判断に応じて行
います。 
※胃がん検診で
はバリウムを飲ん
で胃部のレントゲ
ンを撮ります。 

バリウムを飲ん
で胃部のレント
ゲンを撮ります。 

2日分の便を採り、
潜血反応を見ま
す。問診票とと
もに回収箱で
回収します。容
器配布日・回収
日を指定してい
ますのでご注意
ください。 

医療機関で子宮
頸部の細胞を採っ
て検査します。 
※医師の判断によ
り体部検診をする
ことがあります。 

胃がん検診 

大腸がん検診 

子宮がん検診 
（医療機関） 

女性セット検診 
（乳がん検診・子宮がん検診） 

午前9時 
 

午後5時 
〜 

4月11日 
（月） 

5月16日（月） 
～20日（金） 

配布日 
岩　根 
公民館 
下　田 
公民館 
サンヒルズ 
甲西（本館） 

4月15日 
（金） 

保　健 
センター 

石部保健 
センター 

場　所 

午後1時　 
　　～5時 

午後1時　 
　　～5時 
午前9時　 
　  ～正午 

時　間 

4月12日（火） 
～14日（木） 

4月18日（月） 
～5月13日（金） 

午前9時　 
～午後5時 
※左記日程
のうち土 
　・日曜日、
祝日は除
きます。 

5月9日（月）～平成18年1月31日（火）に各保健センター窓口でお
申し込みください。甲賀市・湖南市・草津市・守山市・栗東市・
野洲市内の指定の産婦人科で、それぞれの診療時間内での受診
となります。 

成
人
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

４
月
11
日（
月
）〜
６
月
３
日（
金
） 

成人健診日程 

※受付の番号札については、午前の会場は午前8時30分から、午後の
会場は午後1時から、それぞれ会場に用意しています。 

※会場によっては駐車場を確保できませんので、できるだけ徒歩・
自転車などでお越しください。 

4月11日（月） 
4月12日（火） 
4月13日（水） 
4月14日（木） 
4月18日（月） 
4月19日（火） 
4月20日（水） 
4月21日（木） 
4月22日（金） 
4月25日（月） 
4月26日（火） 
4月27日（水） 
4月28日（木） 
5月10日（火） 
5月11日（水） 
5月12日（木） 
5月13日（金） 
5月16日（月） 
5月17日（火） 
5月18日（水） 
5月19日（木） 
5月20日（金） 
5月24日（火） 
5月25日（水） 
5月26日（木） 
5月27日（金） 
5月31日（火） 
6月  1日（水） 
6月  3日（金） 

保健センター 
イワタニランド自治会館 
みどりの村自治会館 
三上台自治会館 
正福寺公民館 
平松草の根ハウス 

勤労青少年ホーム（吉永） 
岩根公民館 
松籟会館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じゅらくの里 

 
ハイウェイサイドタウン自治会館 
近江台自治会館 
菩提寺公民館 
北山台自治会館 
中央東自治会館 
針公民館 
岩根会館 

石部保健センター 
 

三雲公民館 
妙感寺公民館 
柑子袋公民館 

 
 
 
 

中山区集会所 
 
 
 

保健センター 
 
 

石部保健センター 
 
 
 

保健センター 

保健センター 
（旧甲西町保健センター） 

市民学習交流センター 
（サンヒルズ甲西）本館 

石部保健センター 

じゅらくの里 

下田公民館 

石部保健センター 

会　　場 
午前（受付：午前9時30分～11時） 

会　　場 
午後（受付：午後1時30分～3時） 

実　施　日 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　　　 72●4008 
○石部保健センター　 77●7008　 

＊すべて年度末年齢です。 

毎年受けている人も、今年こそ受けてみようと思っている人も、自分の健康について確認できるよい機会です。受診の機会がない人はぜひ受診してください。 
※これまで行ってきた個人への案内通知は行いませんのであらかじめご了承ください。 

　
成
人
健
診
と
同
時
に
、
左
記
に

該
当
す
る
人
を
対
象
に
、
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。
な
お
、
平
成
１４
・
１５
・
１６

年
度
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
て
い
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

●
節
目
年
齢
の
人
（
左
表
参
照
） 

              

●
40
歳
以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人 

ア
）
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人 

イ
）
手
術
な
ど
で
広
範
囲
な
処
置

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
、
ま
た

は
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
の
出
血

が
あ
っ
た
人
で
定
期
的
に
肝
機
能

検
査
を
受
け
て
い
な
い
人 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

の
実
施
に
つ
い
て 

■
申
込
方
法 

○
電
話
（

７２
●

４
０
０
８
）
で
、

も
し
く
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）
。 

○
成
人
健
診
、
大
腸
が
ん
検
診
の

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

○
胃
が
ん
検
診
、
成
人
健
診
・
胃

が
ん
検
診
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
子
宮
が
ん
検
診
（
医
療
機
関
）

の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
上

記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
期
間 

４
月
１５
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
） 

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
各
日
と
も
先
着
順
で
す
。
希
望

に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

■
受
診
料
免
除
に
つ
い
て 

　
６４
歳
以
下
の
人
で
非
課
税
世
帯

等
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
健
（
検
）
診
に
つ
い
て

受
診
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

受
診
日
の
１
週
間
前
に
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
６５
歳
以
上
の
人
は
受
診
料
は
無

料
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
健（
検
）診
も
日
時
・

会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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２
月
14
日
（
月
）
曇　

８
時
、
部
長

会
議
。
10
時
半
、
草
津
、
守
山
、
栗
東
、

野
洲
市
長
と
と
も
に
県
企
業
庁
（
県

庁
）
へ
。
上
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

要
請
。
県
に
も
「
蛇
口
を
ひ
ね
る
人

の
立
場
」
で
の
説
明
を
強
く
求
め
る
。

20
時
帰
宅
。

16
日
（
水
）
雨　

10
時
半
、野
洲
・
湖
南
・

竜
王
３
市
町
総
合
調
整
会
議
（
野
洲

市
役
所
）、
構
造
改
革
特
区
を
学
習
。

20
時
帰
宅
。

20
日
（
日
）
曇　

10
時
半
、「
あ
っ
た

か
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
い
し
べ
」

に
参
加
（
石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）。

22
日
（
火
）
快
晴　

９
時
、
甲
賀
広

域
行
政
組
合
管
理
者
会
。
13
時
、
甲

賀
病
院
組
合
管
理
者
会
（
い
ず
れ
も

甲
賀
市
）。
15
時
半
市
役
所
に
戻
り
、

よ
う
や
く
施
政
方
針
演
説
案
を
書
き

上
げ
る
。
20
時
帰
宅
。

24
日
（
木
）
曇　

９
時
15
分
、
三
雲

東
小
学
校
６
年
生
の
総
合
学
習
「
政

治
調
査
隊
」
に
対
し
て
20
分
間
、
政

治
と
行
政
の
話
を
す
る
。
22
時
帰
宅
。

３
月
２
日
（
水
）
薄
曇　

６
時
38
分
、

電
話
で
職
員
の
飲
酒
事
故
報
告
を
受

け
る
。
教
委
は
５
時
過
ぎ
か
ら
待
機

と
の
こ
と
。
7
時
20
分
登
庁
、
対
策

会
議
。
９
時
、
緊
急
部
長
会
議
で
綱

紀
粛
正
を
徹
底
。
10
時
20
分
、
甲
賀

警
察
署
で
謝
罪
。
20
時
帰
宅
。

４
日
（
金
）
雪
後
曇　

８
時
40
分
、

不
当
要
求
へ
の
対
応
を
協
議
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
必
要
性
を
認
識
。

議
会
答
弁
協
議
。
23
時
帰
宅
。

７
日
（
月
）
晴　

９
時
半
、
３
月
定

例
議
会
開
会
。
冒
頭
、
職
員
の
飲
酒

事
故
に
つ
い
て
陳
謝
。
各
常
任
委
員

長
報
告
。
10
時
33
分
、
施
政
方
針
演

説
を
行
う
。
請
願
案
件
が
委
員
会
付

託
さ
れ
、
議
員
提
案
の
条
例
案
の
扱

い
を
巡
り
、
休
憩
・
再
開
後
、
特
別

委
員
会
を
設
置
。
執
行
部
提
案
の
条

例
案
件
で
も
暫
時
休
憩
が
続
く
。
各

条
例
提
案
を
可
決
も
し
く
は
委
員
会

付
託
、
補
正
予
算
案
等
を
可
決
。
最

後
に
旧
甲
西
町
職
員
の
出
勤
問
題
を

訴
え
た
事
件
の
訴
訟
経
費
の
う
ち
10

万
円
を
支
払
う
議
決
を
議
員
全
員
の

賛
成
で
可
決
し
た
の
が
21
時
過
ぎ
。

23
時
帰
宅
。

14
日
（
月
）
曇　

18
時
半
、新
幹
線
（
仮

称
）
栗
東
新
駅
首
長
会
議
（
県
公
館
）。

２
時
間
に
わ
た
り
激
論
、
湖
南
市
の

主
張
を
展
開
す
る
。
21
時
半
、
市
役

所
着
。
書
類
整
理
し
、
気
が
つ
く
と

０
時
過
ぎ
。
寒
気
が
す
る
。

16
日
（
水
）
晴　

や
は
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
。
体
温
が
39
度
３
分
に
。
市

長
不
在
は
初
め
て
だ
が
、
助
役
以
下

で
万
全
の
対
応
を
指
示
。
旧
甲
西
町

長
就
任
時
か
ら
約
２
年
、
休
み
な
く

全
力
で
走
り
続
け
た
疲
れ
が
一
気
に

出
た
か
。

才
避
述
プ
虎
警
扇
薮
迩
憲

┴
┶
╃
ぅ
ビ
ダ
ﾑ
ヅ

　
旧
石
部
町
、
旧
甲
西
町
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
た
石
部

町
ふ
れ
あ
い
人
材
セ
ン
タ
ー
と
（
社
）

甲
西
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
４
月
１
日
に
統
合
を
行
い
、

「
社
団
法
人
湖
南
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
は
「
生
涯
現
役
・
働

く
喜
び
・
社
会
参
加
で
生
き
が
い

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
で
あ
る

市
内
の
高
齢
者
が
自
分
た
ち
の
生

き
が
い
を
求
め
て
地
域
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
高

齢
者
の
知
識
と
技
能
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
湖
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
夏
見
６
２
１
│

２
） 

　
　
　
　
　
　

７２
●

６
８
３
５ 

○
石
部
支
所
（
石
部
東
七
丁
目
６

│

１
）
　
　

７７
●

４
５
５
９ 

 

湖
南
市
シ
ル
バ
ー 

　
人
材
セ
ン
タ
ー
が 

ス
タ
ー
ト 

   

　
緊
急
時
の
際
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す

る
た
め
、
市
で
は
音
声
自
動
シ
ス

テ
ム
「
湖
南
市
情
報
案
内
」
を
導

入
、
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
指
定
の
電

話
番
号

７２
●

０
１
１
６
へ
か
け

れ
ば
あ
ら
か
じ
め
録
音
さ
れ
た
内

容
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。 

【
情
報
提
供
項
目（
例
）】 

・
水
道
管
の
破
裂
事
故
お
よ
び
緊

急
断
水 

・
大
規
模
停
電 

・
そ
の
他
大
規
模
事
故 

・
お
く
や
み
情
報
（
遺
族
承
諾
の

あ
る
も
の
の
み
） 

 

   

　
地
域
住
民
に
災
害
対
策
本
部
の

設
置
状
況
や
避
難
勧
告
な
ど
災
害

に
関
す
る
情
報
提
供
を
迅
速
に
行

う
た
め
、
屋
外
放
送
子
局
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
を
各
公
共
施
設
・
避
難
場

所
を
中
心
に
整
備
し
て
い
く
予
定

で
す
。 

    

　
旧
石
部
町
域
で
行
っ
て
い
た
防

災
行
政
無
線
の
定
時
放
送
（
午
前

６
時
４５
分
・
午
後
８
時
４５
分
）
は

３
月
３１
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
臨
時
放
送

は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
災
害

時
な
ど
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど

に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。 

 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
安
心
安
全
課
（
東
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　

７１
●

２
３
１
１ 

○
市
民
生
活
課
（
西
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　

７７
●

３
１
０
１ 

才
避
述
プ
虎
警
扇
薮
迩
憲

┴
┶
╃
ぅ
ビ
ダ
ﾑ
ヅ

①
緊
急
時
に
は
ご
利
用

を
！
「
湖
南
市
情
報

案
内
」 

②
屋
外
放
送
子
局
（
ス

ピ
ー
カ
ー
）
を
整
備

し
て
い
き
ま
す 

③
防
災
行
政
無
線
の
臨

時
放
送
は
引
き
続
き

実
施
し
ま
す 



Konan 

　平成17年4月から新たに小学校または中学校に入学する児
童を持つ、市内在住のひとり親家庭に対し、入学祝品を支給
します。 

ポド└粗澗軟匹客進墨├竣欠カ┈ヴ

■対象　過去1年以上引き続き市内に居住し、4月から新たに
小学校または中学校に入学する児童を持つひとり親の家庭（平
成17年4月1日現在） 

■申請方法　子育て支援課（東庁舎）および保健福祉課（西
庁舎）にある申請書に記入・押印のうえ、入学通知書の写
しを添えて、提出してください。 

■申請期限　4月28日（木） 
■支給額等　小学校は7,000円相当、中学校は10,000円相当
の図書券を、子育て支援課（東庁舎）、保健福祉課（西庁舎）
の窓口で支給します。 

■問い合わせ先 
　子育て支援課児童家庭担当（東庁舎）

71●2328

「
広
報
こ
な
ん
」「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に 

　
市
で
は
、
企
業
お
よ
び
商
店
な

ど
の
振
興
な
ら
び
に
本
市
の
財
源

確
保
を
図
る
た
め
、
６
月
か
ら
「
広

報
こ
な
ん
」
お
よ
び
「
湖
南
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
新
た
に
広
告
枠

を
設
け
ま
す
。
商
品
や
お
店
の
Ｐ

Ｒ
に
、
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ク
セ
ス
件
数
ア
ッ
プ
に
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
！
　
な
お
、
「
広

報
こ
な
ん
」
の
発
行
部
数
は
毎
月

約
２
２
，
０
０
０
部
、
「
湖
南
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
ア
ク
セ
ス
件

数
は
月
間
約
１
２
，
０
０
０
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

■
「
広
報
こ
な
ん
」
の
広
告
の
規

格
な
ど 

○
規
格
（
１
枠
） 

　
縦
４５
㎜
×
横
８８
㎜ 

※
同
一
ペ
ー
ジ
の
隣
り
合
う
２
つ

の
広
告
を
１
枠
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。 

○
枠
数
　
発
行
１
回
当
た
り
４
枠 

○
掲
載
料
　
１
枠
２
０
，
０
０
０

円
（
２
枠
４
０
，
０
０
０
円
） 

○
募
集
掲
載
期
間 

　
６
月
号
〜
平
成
１８
年
３
月
号 

※
連
続
で
掲
載
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

○
掲
載
位
置 

　
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
の
そ
れ
ぞ
れ

５
段
目
と
し
、
掲
載
ペ
ー
ジ
は

発
行
の
つ
ど
市
が
定
め
ま
す
。 

■
「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

バ
ナ
ー
広
告
の
規

格
な
ど 

○
規
格
（
１
枠
）
　

縦
５０
ピ
ク
セ
ル
×

横
１
５
０
ピ
ク
セ

ル
（
４
キ
ロ
バ
イ

ト
以
内
） 

○
枠
数
　
１
カ
月
当

た
り
５
枠 

 

○
掲
載
料
　
１
枠
２
０
，
０
０
０

円 

○
募
集
掲
載
期
間
　
６
月
１
日
〜

平
成
１８
年
３
月
３１
日 

※
掲
載
期
間
は
１
月
単
位
と
し
、

連
続
で
掲
載
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

○
掲
載
位
置 

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
最
下
段 

■
掲
載
で
き
な
い
広
告 

市
の
広
報
媒
体
と
し
て
の
公
共

性
や
品
位
を
損
な
う
も
の 

※
詳
細
な
基
準
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
「
湖

南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

■
応
募
方
法 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

「
広
報
こ
な
ん
」
広
告
掲
載
申
込

書
ま
た
は
「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
申
込
書
に

広
告
案
を
添
付
し
て
、
４
月
２５
日

（
月
）
ま
で
に
政
策
秘
書
課
広
報
・

広
聴
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
政
策
秘
書
課
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

政
策
秘
書
課
広
報
・
広
聴
担
当

（
東
庁
舎
）

７１
●

２
３
１
４ 

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か 

ペヅ┒膳換曇冴佇癌

5月15日（日）午前10時～午後4時 
■行き先　モクモク手づくりファーム（伊賀市） 

■集合場所・時間 

社会福祉センター（旧甲西町老人福祉センター）

前・午前10時 

■参加費　無料 

■主催　民生委員児童委員協議会 

■申し込み・問い合わせ先 

　湖南市社会福祉協議会　 72●4102 

※締め切りは4月30日（土）とします。また、申し込

み多数の場合、抽選とさせていただくことがあり

ます。 

ペヅ┒膳換曇冴佇癌
母子・父子家庭の子どもたちの 
健やかな成長を願って 

「広報こなん」の広告イメージ（例） 

「湖南市ホームページ」の 
バナー広告イメージ（例） 

郡圏砧吾┙肥賛総Å
「広報こなん」にあなたのお店や会社、商品の
PRをしてみませんか。 
　詳しくはお問い合わせください。 

問い合わせ先：政策秘書課　 71●2314

1枠掲載料　20,000円 

広報誌・ホームページの担当は 

抄口汝侍遺です 



Konan

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登

録
お
よ
び
予
防
接
種
（
毎
年
）
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
も
左
表
の
と
お
り
巡
回

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
留
意
の
う
え
、
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
愛
犬
の
死
亡
や
、

飼
い
主
・
住
所
な
ど
の
登
録
事
項

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
登
録
事

項
変
更
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
場
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
留
意
点
】 

・
会
場
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
犬
を
十
分
に
し
つ
け
ら
れ

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

（
首
輪
、
引
き
綱
を
確
認
の
こ

と
）
。 

・
生
後
９０
日
以
内
の
犬
や
、
妊
娠

中
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

母
犬
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。 

・
病
気
な
ど
何
か
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
場
合
や
、
過
去
に
注
射

な
ど
を
受
け
た
あ
と
に
体
調
を

崩
し
た
こ
と
が
あ
る
犬
に
つ
い

て
は
、
必
ず
注
射
の
前
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
（
体
調
が
悪
い

と
き
に
注
射
を
受
け
る
と
、
悪

化
す
る
な
ど
生
命
に
か
か
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。 

・
会
場
で
の
犬
の
ふ
ん
や
尿
の
後

始
末
は
飼
い
主
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ

ず
に
！
）
。 

【
当
日
の
持
ち
物
】 

〔
終
身
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
〕 

・
登
録
（
愛
犬
）
カ
ー
ド 

・
予
防
注
射
手
数
料 

　
　
　
　
　
　
　
３
、
２
０
０
円 

〔
新
規
登
録
の
場
合
〕 

・
登
録
手
数
料
　
３
、
０
０
０
円 

・
予
防
注
射
手
数
料 

　
　
　
　
　
　
　
３
、
２
０
０
円 

※
予
防
注
射
の
接
種
は
、
社
団
法

人
滋
賀
県
獣
医
師
会
の
獣
医
師

が
行
い
ま
す
。 

※
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の

場
合
、
注
射
手
数
料
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

叫
ビ
致
容
Á
歓
叫
派
膨
賓
藻
犀
┙

¹
¹
¹
¹
¹
¹
¹
¹
頚
ﾎ
┅
ヰ
鰌
ﾐ
Å

　
犬
の
放
し
飼
い
は
条
例
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
は
つ
な
ぐ
か
、

檻
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
敷
地

内
で
も
来
訪
者
な
ど
に
危
険
が
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

  

　
犬
を
捨
て
る
と
、
野
良
犬
を
増

や
し
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
適
正
な
飼
い
方
を
行
い
、

近
隣
へ
の
鳴
き
声
騒
音
や
悪
臭
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
最

低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
散
歩
の
と

き
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
際
は
鎖
な
ど
に
つ
な
ぎ
、

犬
を
十
分
に
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
環
境
課
環
境
保
全
担
当
（
東
庁

舎
）
　
　
　

７１
●

２
３
２
６ 

犬
の
散
歩
時
に
は
、
必
ず 

ふ
ん
の
後
始
末
を
！ 

捨
て
犬
は
や
め
て
！ 

犬
の
放
し
飼
い
は 

　
　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 

金
角
└
┆
プ
î

ブ
┌
ポ
┛

金
角
└
┆
プ
î

ブ
┌
ポ
┛

金
角
└
┆
プ
î

ブ
┌
ポ
┛

酷
ピ

!!

遵
ﾏ
裳
ピ

¼!

幾
｀
┛
─

┎┰╀

ワ 
ン 
ワ 
ン 
ワ 
ン 

9:20～10:00 
10:10～10:30 
10:40～11:10 
11:20～11:50 
13:00～13:20 
13:30～13:40 
13:50～14:30 
9:10～10:10 
10:25～10:45 
11:00～11:20 
13:10～13:35 
13:50～14:10 
14:25～15:00 
9:10～ 9:50 
10:00～10:20 
10:40～11:40 
13:10～13:50 
14:10～15:10 
9:20～10:10 
10:30～10:55 
11:05～11:30 
13:20～14:20 
14:30～15:00 
15:15～15:45 
9:10～ 9:50 
10:05～10:25 
10:35～10:55 
11:15～11:30 
13:10～14:00 
14:15～15:00 
15:15～15:45 
9:10～ 9:45 
10:00～10:20 
10:35～11:40 
13:20～13:50 
14:10～14:30 

 
  

9:20～10:00 
10:30～11:30 
13:10～13:50 
14:10～15:00 
9:10～ 9:45 
10:00～10:50 
11:10～11:40 
13:20～14:20 
14:40～15:20 
13:20～14:20 
14:40～15:20 
9:20～10:00 
10:10～10:30 
10:40～11:10 
11:20～11:50 
13:00～13:20 
13:30～13:40 
13:50～14:30

石部保健センター 
松籟会館 
石部コミュニティセンター 
石部南公民館 
東寺公民館 
西寺公民館 
宝来坂集会所 
三雲公民館 
妙感寺多目的集会所 
三雲ケ丘自治会館 
朝国公民館 
花園ふれあいセンター 
正福寺公民館 
岩根公民館 
岩根会館 
北山台自治会館 
みどりの村自治会館 
菩提寺公民館 
下田公民館 
緑ヶ丘自治会館 
下田桐山自治会館 
柑子袋公民館 
平松公民館 
中央自治会館（西） 
吉永公民館 
夏見公民館 
針公民館 
赤松台自治会館 
サイドタウン自治会館 
イワタニランド自治会館 
三上台自治会館 
中山区集会所 
団地南草の根ハウス 
市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
大谷区集会所 
近江台自治会館 
 
 
下田公民館 
北山台自治会館 
みどりの村自治会館 
イワタニランド自治会館 
岩根公民館 
市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
妙感寺多目的集会所 
三雲公民館 
菩提寺公民館 
柑子袋公民館 
湖南市役所（東庁舎） 
石部保健センター 
松籟会館 
石部コミュニティセンター 
石部南公民館 
東寺公民館 
西寺公民館 
宝来坂集会所 

4月11日（月） 

4月12日（火） 

4月13日（水） 

4月18日（月） 

4月19日（火） 

4月20日（水） 

5月16日（月） 

5月18日（水） 

5月17日（火） 

5月20日（金） 

（一次） 

（二次） 

　
昨
年
、
ア
テ
ネ
で
第
２８
回
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
場
し
た
日
本
の
女
子
選
手

数
は
史
上
初
め
て
男
子
選
手
数
を

上
回
り
、
多
く
の
競
技
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
男
子
に
劣
ら
ず

見
事
な
活
躍
ぶ
り
を
見
せ
ま
し
た
。

今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
例
に
ス

ポ
ー
ツ
の
側
か
ら
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
眺
め
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
女
子
の
陸
上
競
技
が
初
め
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
採
用
さ
れ
た
の
は

１
９
２
８
年
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催

さ
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
で

し
た
。 

　
こ
の
と
き
の
８
０
０
ｍ
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
が
、
日
本
の

人
見
絹
枝
選
手
で
す
。
彼
女
は
日

本
選
手
団
の
う
ち
、
た
だ
一
人
の

女
性
選
手
で
し
た
。
彼
女
は
短
い

生
涯
の
間
（
２４
歳
で
死
去
）
に
、

陸
上
競
技
で
４
つ
の
世
界
公
認
記

録
、
１８
の
日
本
記
録
を
残
し
て
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
当
時
女
性
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
は
、
決
し
て
一
般
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
は
１
９
２

０
年
代
か
ら
３０
年
代
に
か
け
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
か
ら

女
性
を
排
除
す
る
決
定
を
何
度
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

中
に
も
「
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
女

性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
考
え

る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
人

見
選
手
が
出
場
し
た
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
大
会
の
女
子
８
０
０
ｍ
で
は
、

ゴ
ー
ル
直
後
に
次
々
と
選
手
が
倒

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
の
大
会
か

ら
は
５
大
会
連
続
し
て
競
技
種
目

か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
（
再
び
採

用
さ
れ
た
の
は
１
９
６
０
年
の
ロ

ー
マ
大
会
）。 

　
こ
の
判
断
に
は
「
女
性
に
長
距

離
は
無
理
だ
」
と
い
う
固
定
的
な

思
い
込
み
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
込
み
が
間

違
い
だ
っ
た
こ
と
は
、
も
う
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。 

　
な
お
、
日
本
も
批
准
し
て
い
る

女
子
差
別
撤
廃
条
約
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
参
加
す
る
同
一
の
機
会
や

参
加
す
る
権
利
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。 
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山
佳
明
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「
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ぶ
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の
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に
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世
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４
月
６
日（
水
）か
ら
１５
日（
金
）

ま
で
の
１０
日
間
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
啓
発
活
動
や
取
り
締
ま
り

が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

  

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止 

　
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
の
周
辺

を
通
行
す
る
場
合
や
、
道
路
を
歩

行
し
て
い
る
子
ど
も
や
高
齢
者
を

見
か
け
た
場
合
は
、
安
全
な
ス
ピ

ー
ド
に
落
と
し
、
十
分
に
注
意
し

な
が
ら
進
行
す
る
な
ど
、
安
全
と

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

           

●
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

　
二
輪
車
を
運
転
す
る
場
合
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
徹
底
し
、
暴

走
、
渋
滞
時
の
す
り
抜
け
、
路
肩

走
行
、
無
理
な
追
い
越
し
な
ど
の

危
険
性
を
認
識
し
て
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
街
、

商
店
街
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど

自
転
車
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

 

●
飲
酒
運
転
な
ど
危
険
運
転
の
追

放 

　
飲
酒
運
転
や
携
帯
電
話
使
用
運

転
な
ど
の
無
謀
な
運
転
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
酒
類
の

出
る
会
合
や
親
睦
会
な
ど
に
参
加

す
る
際
に
は
車
を
運
転
し
て
出
か

け
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

運
転
前
に
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
に
設

定
す
る
な
ど
、
携
帯
電
話
を
運
転

中
に
使
用
し
な
く
て
も
よ
い
措
置

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。 

 

運
動
の
重
点 

爾
┛
吹
言
形
濁
Ε
吹
н
紬

４
月
６
日（
水
）〜
１５
日（
金
） 

市内の交通事故発生状況（2月末日現在） 

 
 

人身事故 
発生件数 負傷者数 死者数 

物損事故 
発生件数 

2月の事故状況 32 38 0 208

前年対比 1 －7 0 59
平成17年累計 
（1～2月） 58 69 0 387

前年対比 11 0 0 75
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同
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○
運
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中
に
学
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、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
の
近
く
を
通
る
と
き

や
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、

そ
の
動
き
に
十
分
注
意
し
、
徐

行
す
る
な
ど
安
全
と
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

○
違
法
駐
車
・
迷
惑
駐
車
は
、
車

の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
事
故
の

原
因
と
も
な
る
の
で
や
め
ま
し

ょ
う
。 

○
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
同
乗
さ

せ
る
と
き
は
、
体
格
な
ど
に
応

じ
て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
ジ

ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
。 

新
入
学
（
園
）
児 

　
交
通
事
故
防
止
運
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４
月
15
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金
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２８
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催
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史
上
初
め
て
男
子
選
手
数
を

上
回
り
、
多
く
の
競
技
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
男
子
に
劣
ら
ず

見
事
な
活
躍
ぶ
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。
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９
２
８
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催
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０
０
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２４
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Ｏ
Ｃ
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を
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の

中
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と
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人
は
た
く
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で
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後
に
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と
選
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が
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と
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次
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会
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５
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技
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ま
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（
再
び
採

用
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た
の
は
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９
６
０
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の
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ー
マ
大
会
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こ
の
判
断
に
は
「
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性
に
長
距

離
は
無
理
だ
」
と
い
う
固
定
的
な

思
い
込
み
が
あ
っ
た
と
も
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れ

て
い
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す
。
こ
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思
い
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み
が
間

違
い
だ
っ
た
こ
と
は
、
も
う
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
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日
本
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る
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子
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条
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転
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多
い
と
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で
は
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国
民
健
康
保
険 

か
ら
の 

　
平
成
１６
年
度
に
使
用
し
て
い
た

保
険
証
は
、
３
月
３１
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年

度
の
新
し
い
保
険
証
（
一
般
用
は

ク
リ
ー
ム
色
、
退
職
者
用
は
う
ぐ

い
す
色
）
を
３
月
末
ま
で
に
直
接

自
宅
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

記
載
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
４
月
以
降
の
受
診
は
、
必
ず

新
し
い
保
険
証
を
病
院
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
は
就
職
や
退
職
な
ど
で
国

民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
な
ど

異
動
が
多
い
時
期
で
す
。
手
続
き

が
必
要
な
人
は
お
早
め
に
市
民
課

国
保
・
年
金
担
当
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

   

●
加
入
届
け
出
が
遅
れ
る
と 

　
保
険
証
が
な
い
た
め
に
、
医
療

費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
加
入
の
資
格
が
発
生
し

た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険
税

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
例
え

ば
、
平
成
１７
年
１
月
１５
日
に
会
社

を
退
職
し
て
、
そ
の
ま
ま
ど
こ
に

も
就
職
し
な
い
で
い
た
人
が
、
４

月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
た
い
と
届
け
て
も
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
１
月
１６
日
か
ら
の
加
入
に

な
り
ま
す
。 

●
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と 

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
て
い
る
の
に
診
療
を
受
け
た

場
合
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し

た
分
の
医
療
費
を
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
と
新
し

く
加
入
し
た
社
会
保
険
の
両
方
に

保
険
税
（
料
）
を
納
め
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
大
学
な
ど
へ
進
学
し
、

下
宿
し
て
い
る
場
合
や
、
仕
事
な

ど
で
家
族
と
離
れ
て
生
活
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
生
計
を
同

一
と
す
る
家
族
で
あ
れ
ば
、
同
じ

国
民
健
康
保
険
証
が
使
え
ま
す
。 

　
家
族
の
だ
れ
か
が
長
い
期
間
、

他
市
町
村
で
生
活
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
は
、
現
在
加
入
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
そ

の
人
に
も
う
１
枚
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
続
き
が
必
要
な

人
は
在
学
を
証
明
で
き
る
も
の
、

現
住
所
地
の
分
か
る
も
の
（
公
共

料
金
な
ど
の
領
収
書
な
ど
）
、
保

険
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

民
課
国
保
・
年
金
担
当
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 
　
納
付
相
談
も
せ
ず
未
納
が
続
く

と
翌
年
度
の
保
険
証
は
使
用
期
限

が
短
縮
さ
れ
た
「
短
期
保
険
証
」

の
発
行
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

期
限
内
に
未
納
分
の
支
払
い
や
納

付
相
談
を
行
い
、
保
険
証
を
更
新

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
期
限
が

切
れ
る
と
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

    

　
納
期
限
か
ら
１
年
間
を
経
過
し

て
も
滞
納
を
続
け
て
い
る
と
「
資

格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

「
短
期
保
険
証
」
が
発
行
さ
れ
て

も
納
付
相
談
が
な
い
場
合
、
病
院

に
か
か
る
際
の
医
療
費
が
１０
割
全

額
自
己
負
担
の
「
資
格
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。 

※
「
資
格
証
明
書
」
と
は
被
保
険

者
の
資
格
が
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
だ
け
の
も
の
で
す
。 

　
保
険
料
を
滞
納
し
続
け
る
と
支

払
い
計
画
も
大
き
い
金
額
に
な
り

ま
す
。
支
払
い
に
つ
い
て
の
納
付

相
談
は
、
市
民
課
（
東
庁
舎
）
、

市
民
生
活
課
（
西
庁
舎
）
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
早
い
う

ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
時
　
平
日
の
業
務
時
間
中
（
午

前
８
時
３０
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時
１５
分
） 

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
早
め
に 

学
・
遠
保
険
証
に
つ
い
て 

保
険
料
の
未
払
い
が 

　
　
　
　
　
　
　
続
く
と
‥
‥ 
国
民
健
康
保
険 

か
ら
の 

お 

ら 

知 

せ 

お 

ら 

知 

せ 

短
期
被
保
険
者
証
（
短
期

保
険
証
）
の
交
付 

納
付
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い 

被
保
険
者
資
格
証
明
書（
資

格
証
明
書
）の
交
付 

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、次
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
… 

国民健康保険に関する 
問い合わせは‥‥ 

○市民課国保・年金担当（東庁舎） 
　　　　　　　　　　　　 71●2324 
○市民生活課国保・年金・老人医療担当（西庁舎） 
　　　　　　　　　　　　 77●7015

→ 
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
国
民
年
金
の
加
入
・
種
別
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

Ⅰ
．
会
社
員
ま
た
は
公
務
員
で
あ

っ
た
人
が
退
職
し
た
場
合
の
本

人
と
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者 

Ⅱ
．
会
社
員
ま
た
は
公
務
員
の
配

偶
者
で
あ
っ
て
、
収
入
の
増
加

や
離
婚
な
ど
に
よ
り
扶
養
の
条

件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
人 

　
手
続
き
の
際
に
は
次
の
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

①
年
金
手
帳 

②
印
鑑 

③
退
職
し
た
こ
と
が
分
か
る
証
明

書
（
ま
た
は
扶
養
が
は
ず
れ
た

こ
と
が
分
か
る
証
明
書
） 

   

○
第
１
号
被
保
険
者 

農
林
漁
業
従
事
者
、
自
営
業
者
、

学
生
な
ど
で
、
２０
歳
以
上
６０
歳

未
満
の
人 

※
保
険
料
は
ご
自
身
が
納
め
ま
す
。 

○
第
２
号
被
保
険
者 

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
で
、
厚

生
年
金
保
険
ま
た
は
各
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人 

※
加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
、

保
険
料
は
給
料
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。 

○
第
３
号
被
保
険
者 

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
人 

※
加
入
手
続
き
は
配
偶
者
の
勤
務

先
が
行
い
、
保
険
料
は
配
偶
者

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
全

体
で
負
担
さ
れ
ま
す
。 

   

　
平
成
１６
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
人
が
、
平
成
１７

年
度
も
引
き
続
き
こ
の
制
度
の
利

用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
改
め

て
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
手
続
き
の
際
に
は
次
の
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

①
年
金
手
帳 

②
印
鑑 

③
新
学
年
の
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
裏

表
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
） 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
市
民
課
国
保
・
年
金
担
当
（
東

庁
舎
）
　
　

７１
●

２
３
２
４ 

○
草
津
社
会
保
険
事
務
所
　 

０
７
７
●

５
６
７
●

２
２
２
０ 

国
民
年
金 
国
民
年
金 

お 
知 
ら 
せ 

か
ら
の 

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！ 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
第
１

号
か
ら
第
３
号
ま
で
の
３
種

類
で
す 

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
て
い
る
人
へ 

販魂π役農残敢驚├

åååå諦ペ┫┄┌プî

販魂π役農残敢驚├

åååå諦ペ┫┄┌プî

販魂π役農残敢驚├

åååå諦ペ┫┄┌プî 新しい民生委員・児童委員 

■担当地域 
　石部中央三丁目 

奥野　康郎 
おく の やす お 

■担当地域 
　菩提寺 

毛利　恭成 
もう り きょう じょう 

┏└ヰﾙﾔ会ﾎヰ┅ヮ┏└ヰﾙﾔ会ﾎヰ┅ヮ┏└ヰﾙﾔ会ﾎヰ┅ヮ

見
　
本 

見
　
本 

　このたび、次のお二人に新しく

民生委員・児童委員として地域の

社会福祉の増進にご尽力いただく

ことになりました（敬称略）。 

　お悩みや心配ごとがありました

ら、各地域の民生委員・児童委員

にご相談ください。 

■問い合わせ先 

社会福祉課社会福祉担当（東庁

舎） 

７１●２３２７ 

　 ７２●３７８８ 

　平成１７年３月３１日まで有効の福祉医療費受給券をお持ちの人に、
３月中旬に新しい受給券を郵送でお届けしました。 
　まだお手元に届いていない人は、下記へお問い合わせください。 
　なお、次の福祉番号の受給券をお持ちの人は、今回の更新には該
当しません。 

Ｓ
１０
・
４
・
１
以
前
に 

生
ま
れ
た
人 

【福祉番号】 
・４２２５０５５５ 
・４２２５０５６３ 
・４６２５１５５９ 
・４６２５１５６７ 
・４８２５０５５９ 
・４８２５０５６７ 

Ｓ
６２
・
４
・
１
以
前
に 

生
ま
れ
た
人 

 
・４３２５０５５４ 
・４３２５０５６２ 
・４４２５０５５３ 
・４４２５０５６１ 

■問い合わせ先 
○市民課福祉・老人医
療担当（東庁舎） 
　 ７１●２３２４ 
○市民生活課国保・年
金・老人医療担当 
（西庁舎） 
　 ７７●７０１５ 



KonanKonan

　
４
月
１
日
か
ら
次
の
地
域
で
新

た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

■
三
雲
の
一
部 

■
針
の
一
部 

■
平
松
の
一
部 

■
石
部
口
の
一
部 

■
石
部
北
の
一
部 

■
正
福
寺
の
一
部 

■
岩
根
の
一
部 

■
下
田
の
一
部 

■
高
松
町
の
一
部 

■
小
砂
町
の
一
部 

○
排
水
設
備
の
工
事
は
す
み
や
か
に 

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

家
庭
や
工
場
の
排
水
設
備
（
台
所
、

風
呂
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
な
ど
）

の
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の

工
事
は
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
行
う
こ
と
が
法
律
な
ど
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
事
業

の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
住
環
境
の

改
善
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
保
全

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

○
排
水
設
備
の
工
事
は
市
指
定
の

工
事
店
で 

　
排
水
設
備
の
工
事
は
、
一
定
の

施
工
基
準
、
技
術
水
準
で
正
し
く

施
工
し
な
け
れ
ば
排
水
管
が
つ
ま

る
原
因
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
公

共
下
水
道
の
機
能
に
も
悪
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。 

　
市
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
排
水
設
備
の
工

事
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
持
っ

た
工
事
店
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
行
う
際
は
必
ず
「
湖
南
市

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
「
湖
南
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」
の
一
覧
が
必
要
な

人
は
、
上
下
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
担
当

（
東
庁
舎
）

７１
●

２
３
５
１

　
　
　
　
　

７２
●

２
３
３
２ 

 

　
市
で
は
、「
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
提
供
を
図
る
た
め
の
重
要
な
手

段
と
し
て
位
置
づ
け
、
で
き
る
だ

け
新
鮮
な
情
報
を
速
や
か
に
提
供

で
き
る
よ
う
運
営
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
件
数

は
、
３
月
末
現
在
で
約
７
万
件
、

１
日
平
均
４
０
０
件
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
「
広
報
こ
な
ん
」
に
掲
載
し
て

い
る
記
事
は
も
ち
ろ
ん
、
随
時
、

次
の
よ
う
な
情
報
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

・
市
長
の
予
定 

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
市
長
の
あ

い
さ
つ 

・
市
議
会
提
出
案
件
、
議
決
結
果 

・
新
聞
社
な
ど
へ
の
報
道
発
表
記

事 

・
入
札
情
報 

　
以
上
の
ほ
か
、
市
の
条
例
・
規

則
や
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
「
よ

く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ
」
な
ど
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
コ
ー
ナ
ー
や
、

今
月
か
ら
新
た
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
　
市
長
へ
の
手
紙
」
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
政
策
秘
書
課
広
報
・
広
聴
担
当 

　
　
　
　
　

７１
●

２
３
１
４ 

　わたしたちが毎日生活のために使う水（台所・風呂・水洗便所・洗たく
など）は、下水となってパイプを通り、公共下水道本管へ流れ込みます。 

公
共
下
水
道
使
用
地
域
が 

拡
大 

さ
れ
ま
し
た 

●
つ
く
ろ
う
よ
　
夢
と
希
望
の
も
て
る
街
づ
く
り 

●
立
ち
ど
ま
り
　
よ
く
見
て
進
め
　
青
春
時
代 

●
未
来
の
夢
　
育
む
子
ら
に
　
励
ま
す
地
域 

湖
南
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

地
域
か
ら
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

　
　
　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い 

湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

　
　
　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い 

歩道 

取  付  管 

車道 

公道 
私有地 

便　所 

手
洗
器 

大
小
便
器 

洗
面
器 

流
し 

浴
槽 

浴　室 台　所 

現在は 
くみ取り 
し尿浄化槽 

公共汚水ます 

排水設備 公共下水道 

公
私
境
界 

個人が管理 

下水本管 
人　　孔 

個人が施工 市が施工 

排水設備のしくみ 
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◇
湖
南
市
春
季
軟
式
野
球
大
会 

■
日
時 

　
４
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
〜 

■
会
場
　
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
湖
南
市
軟
式

野
球
連
盟
（
湖
南
市
体
育
協
会

内
）
　
　
　

７１
●

３
３
０
６ 

　
　
　
　
　
　

７２
●

７
１
１
７ 

 

◇
春
季
湖
南
市
卓
球
大
会 

■
日
時 

　
４
月
２４
日
（
日
）
午
前
９
時
〜 

■
会
場
　
総
合
体
育
館 

■
競
技
方
法
　
団
体
戦
（
男
女
別

３
シ
ン
グ
ル
ス
）
・
個
人
戦 

■
参
加
費 

　
団
体
５
０
０
円
・
個
人
２
０
０

円 

■
申
込
期
限 

　
４
月
２２
日（
金
）午
後
５
時
ま
で 

※
団
体
戦
の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会

は
４
月
２２
日（
金
）の
午
後
７
時

か
ら
行
い
ま
す
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

湖
南
市
体
育
協
会 

　
　
　
　
　
　

７１
●

３
３
０
６ 

　
　
　
　
　
　

７２
●

７
１
１
７ 

 
◇
県
体
予
選
お
よ
び
春
季
ゴ
ル
フ

大
会 

■
日
時 

　
５
月
１７
日
（
火
）
午
前
８
時
〜 

■
会
場 

　
甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

■
申
込
期
限 

　
４
月
２６
日
（
火
）
午
後
５
時 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

○
湖
南
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
甲

賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
内
） 

　
　
　
　
　
　

７２
●

１
２
２
１ 

　
　
　
　
　
　

７２
●

３
４
４
５ 

○
近
江
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

　
　
　
　
　
　

７４
●

０
１
２
１ 

　
　
　
　
　
　

７４
●

０
６
６
４ 

○
湖
南
市
体
育
協
会
（
総
合
体
育

館
内
）
　
　

７１
●

３
３
０
６ 

　
　
　
　
　
　

７２
●

７
１
１
７ 

■
第
１
回
湖
南
市
卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ 

　
２
月
２０
日
・
総
合
体
育
館 

【
Ｓ
ク
ラ
ス
の
部
】 

〈
男
子
〉
優
　
勝
　
山
中
大
輔 

　
　
　
　
準
優
勝
　
横
山
紀
行 

【
Ａ
ク
ラ
ス
の
部
】 

〈
男
子
〉
優
　
勝
　
松
谷
雄
人 

　
　
　
　
準
優
勝
　
田
中
伸
佳 

〈
女
子
〉
優
　
勝
　
上
田
広
美 

　
　
　
　
準
優
勝
　
元
持
富
子 

【
Ｅ
ク
ラ
ス
の
部
】 

〈
男
子
〉
優
　
勝
　
旭
　
崇
志 

　
　
　
　
準
優
勝
　
和
田
将
弥 

〈
女
子
〉
優
　
勝
　
池
山
ゆ
う
か 

　
　
　
　
準
優
勝
　
高
仁
実
香 

■
湖
南
市
ゴ
ル
フ
協
会
誕
生
記
念 

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

　
３
月
２
日
・
近
江
Ｃ
・
Ｃ 

　
優
　
勝
　
西
中
川
進 

　
準
優
勝
　
岩
根
義
治 

　
第
３
位
　
北
川
繁
男 

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス 

〈
男
子
〉
名
倉
富
士
夫 

〈
女
子
〉
森
下
礼
子 

無料 
開放 エンジョイスポーツデー 
○日　時…第3土曜日　午後7時～9時 
○場　所…総合体育館 
○ニュースポーツコーナー…キンボール 
今月は16日です。皆さんの参加をお待ちし
ています。 

‒

の

鴃

っ

胸

引

日時　4月2日（土） 

　　　午前9時30分～ 

場所　総合体育館 

スポーツ少年団 
　　　　入団式 
スポーツ少年団 
　　　　入団式 

　
こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
、
指
導
活
動
な
ど
を
行

う
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団

体
（
社
会
教
育
関
係
団
体
）
を
対

象
と
し
ま
す
。 

　
往
復
途
上
も
含
む
グ
ル
ー
プ
活

動
中
の
損
害
事
故
や
賠
償
責
任
を

負
う
事
故
を
補
償
し
た
り
、
心
臓

ま
ひ
な
ど
の
突
然
死
に
は
見
舞
金

を
お
支
払
い
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
互
助
共
済
的
な

補
償
制
度
で
す
。 

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
込
用
紙
は
、

生
涯
学
習
課
お
よ
び
各
公
民
館
な

ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
万
一
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

（
石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
　
　
　
　

７７
●

７
０
４
５ 

 

┳
【
魏
┾
フ
浸
披
狂
ド
以
擢
ヰ
┅
ヰ
鰌
ﾐ

２
０
０
５
年
度 
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昨
年
５
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ

放
送
番
組
「
素
敵
に
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」
で
紹
介
さ
れ
た
永
田
一
さ
ん

宅
（
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
区
）
の
庭
は

今
、
春
の
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
は
、

春
か
ら
秋
ま
で
花
の
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
桃
の
花
が
咲
く

こ
ろ
か
ら
が
見
ご
ろ
で
、
パ
ン
ジ

ー
や
デ
ー
ジ
ー
な
ど
１
，
０
０
０

本
以
上
の
花
々
が
咲
き
そ
ろ
う
様

は
、
思
わ
ず
「
わ
あ
、
き
れ
い
」

と
叫
び
た
く
な
る
ほ
ど
。

　

永
田
さ
ん
は
以
前
か
ら
庭
を
一

般
公
開
し
て
お
り
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
が
、
テ
レ
ビ
放
送
以
後
は
特

に
多
く
な
り
、
今
年
も
多
く
の
愛

好
家
で
に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す
。

　

あ
な
た
も
「
花
の
庭
」
を
ち
ょ

っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
心
癒
さ
れ
る
こ
と
う

け
あ
い
で
す
。

　

野
洲
市
で
２
月
13
日
に
開
催
さ

れ
た「
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
大
会
」（
び
わ
こ
日
本
語
指

導
者
ネ
ッ
ト
主
催
）
で
、
市
内
在

住
の
ス
リ
ヤ
テ
ィ
・
マ
ハ
リ
さ
ん

が
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
披
露
、

見
事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ス
リ
ヤ
テ
ィ
さ
ん
は
マ
レ
ー

シ
ア
出
身
。
夫
の
帰
国
に
伴
い
約

１
年
半
前
に
来
日
、
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
甲
西
国
際
交
流

サ
ー
ク
ル
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
）」
が
主
宰

す
る
日
本
語
教
室
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
語
学
力
を
磨
い
て
き
ま

し
た
。
こ
の
日
の
ス
ピ
ー
チ
で
は

「
日
本
い
ろ
い
ろ
」
と
題
し
て
日

本
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
に
つ
い

て
、
３
０
０
人
を
超
す
聴
衆
の
前

で
語
り
ま
し
た
。

　

ス
リ
ヤ
テ
ィ
さ
ん
は
「
入
賞
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
も
っ
と
日
本
に
つ
い
て
学

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
感
激

の
面
持
ち
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
雲
東
小
学
校
で
３
月
９
日
、

同
小
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
の
サ
ン

タ
ナ
学
園
（
愛
知
川
町
）
の
交
流

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
異
文
化
理
解
を
目
的
に
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
２
月
に
続
い
て
今
回
が
２

回
目
。

　

前
回
は
三
雲
東
小
の
児
童
た
ち

が
習
字
や
折
り
紙
な
ど
の
日
本
文

化
を
紹
介
。
今
回
は
サ
ン
タ
ナ
学

園
の
児
童
た
ち
が
ダ
ン
ス
や
お
菓

子
づ
く
り
を
通
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
文

化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
サ
ン
タ
ナ
学
園
の

児
童
た
ち
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て

軽
快
な
ダ
ン
ス
を
披
露
。
早
い
動

き
に
初
め
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た

三
雲
東
小
の
児
童
た
ち
も
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。  

　

家
庭
科
室
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

菓
子
の
ブ
リ
ガ
デ
イ
ロ
づ
く
り
に

挑
戦
。
両
校
の
児
童
た
ち
は
出
来

上
が
っ
た
小
さ
な
お
菓
子
を
お
い

し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

■
永
田
さ
ん
宅
「
花
の
庭
」
〔
菩

提
寺
３
２
９

－

３
１
８
（
名
神
高

速
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
３
筋
目
左

折
約
３
０
０
ｍ
・
山
の
中
腹
あ
た

り
・
時
計
台
が
目
印
）

　
　
　
　
　
　
　

74
●
０
４
１
０

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

●
日
本
語
教
室
で
学
ぶ
ス
リ
ヤ
テ
ィ
さ
ん

「
花
の
庭
」、
今
が
見
ご
ろ

●
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
区
の
永
田
さ
ん
宅

ブ
ラ
ジ
ル
の
お
菓
子
、お
い
し
か
っ
た
よ
！

●
三
雲
東
小
３
年
生
、
サ
ン
タ
ナ
学
園
と
交
流
会

▲ 日本語の勉強に励むスリヤティさん（右）



Konan 

　

岩
根
山
（
通
称
：
十
二
坊
）
中

腹
で
３
月
14
日
、
森
林
保
全
活
動

が
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
11
人

が
ま
だ
雪
の
残
る
山
に
入
り
、
約

３
時
間
に
わ
た
っ
て
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
里

山
保
全
グ
ル
ー
プ「
つ
つ
じ
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
。
同
グ
ル
ー
プ
は
毎

年
10
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
月
２
回
の
ペ
ー

ス
で
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
広
報
こ
な
ん
」
に
掲
載
さ

れ
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に

応
じ
た
人
も
加
わ
り
、下
草
刈
り
、

間
伐
、
倒
木
処
理
な
ど
の
作
業
に

従
事
し
ま
し
た
。

　
「
一
つ
ひ
と
つ
地
道
に
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
多
く
の
市
民
の
人
た
ち
が

憩
え
る
山
に
し
て
い
け
た
ら
」
と

「
つ
つ
じ
の
会
」
代
表
の
寺
嶋
千

晶
さ
ん
。
作
業
終
了
後
の
森
は
す

っ
き
り
と
整
備
さ
れ
、
見
違
え
る

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
部
南
公
民
館
で
３
月
17
日
、

「
子
育
て
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
13
組
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
子
育
て
期
の
お
母

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
同
公

民
館
が
主
催
し
た
も
の
。
滋
賀
県

男
女
共
同
参
画
協
議
会
で
子
育
て

期
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
る
田
中
美
智
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
ぬ
く
も
り
を

伝
え
る
」
と
題
し
て
講
演
。
自
ら

の
子
育
て
経
験
を
交
え
な
が
ら
子

ど
も
を
ほ
め
る
こ
と
の
大
切
さ
や

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
語
る

と
と
も
に
、
昔
か
ら
伝
わ
る
手
遊

び
う
た
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
は

お
母
さ
ん
に
だ
っ
こ
さ
れ
な
が
ら

「
ぞ
う
さ
ん
」「
う
み
」
な
ど
の
お

な
じ
み
の
童
謡
に
合
わ
せ
て
手
遊

び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
応
急
手
当
講
習
が

行
わ
れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
消
防

署
員
か
ら
実
践
を
交
え
た
指
導
を

受
け
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

３
月
13
日
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル

で
「
い
し
べ
音
楽
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
発

表
の
場
を
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら

応
援
し
よ
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
い
べ
っ
く
」（
石
部

文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業
実
行
委
員

会
）
が
企
画
・
運
営
し
た
も
の
。

市
内
の
吹
奏
楽
団
や
バ
ン
ド
な
ど

８
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

熱
の
こ
も
っ
た
歌
声
や
演
奏

は
、
舞
台
と
客
席
に
一
体
感
を
も

た
ら
し
、
楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
の
山

田
豊
明
さ
ん
は
「
回
を
重
ね
る
ご

と
に
知
り
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
の
を
実
感
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
ね
。
来
年
の
公
演
に
む

け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
い
た

だ
け
た
ら
」
と
充
実
し
た
表
情
で

語
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
が
心
癒い

や

す
山
に

●
十
二
坊
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
保
全
活
動

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
大
切
に

●
石
部
南
公
民
館
で
「
子
育
て
講
座
」

熱
い
思
い
を
音
楽
に
の
せ
て

●
第
５
回
い
し
べ
音
楽
祭
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交　換　銀　行 

　ご家庭で必要のなくなったものや欲しいもの
を交換しませんか。思い出の品を捨ててしまう
くらいなら、だれかのために役立てたいですね。 
◎譲ります 
・A型ベビーカー 
・犬小屋（中型犬向） 
・学習机（少々きずあり） 

◎譲ってください 
・剣道の道具一式（小学校低学年用） 
・木製の臼、杵 
・光星学園制服（男児用・女児用とも） 
・女児服（80～90㎝） 
・石部南小学校体操服（上・下） 
・リカちゃんハウス 
・甲西高校女子制服（160㎝） 
・キーボード 

■問い合わせ先 
環境課クリーンタウン推進担当（東庁舎） 
71●2358

湖南市リサイクルプラザ 

　リサイクルプラザは、市民の皆さんから分別収
集した缶・びん・ペットボトルや、新聞紙・ダンボー
ルなどの古紙、古布、直接（戸別）持ち込まれた不
燃ごみを、選別・圧縮・破砕・一時保管などリサイク
ルするための中間処理を行う施設です。 

■印…休所日 
□印…「粗大ごみ」戸別収集日（旧甲西町域のみ） 
※戸別収集の申込締切は、収集日の前の週の金曜
日までとなります。 

○搬入時間…午前９時～午後４時 

湖南市リサイクルプラザ案内図 

リサイクルプラザカレンダー 
75●3933

湖南市役所 
（東庁舎） 

にごり池 体育館 

旧東海道 

国道1号 

甲西駅 

三雲駅 

水戸町 

岩根小 
火葬場 
霊園 

湖
南
市 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

至甲賀市 

市民グラウンド 

下田小 

高松町南 

至栗東市 

4月 
日 月 火 水 木 金 土 
     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

・
国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
分
）

・
保
育
料

・
介
護
保
険
料

・
住
宅
使
用
料

・
上
水
道
使
用
料

・
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
５
月
２
日
（
月
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、

毎
月
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間

も
省
け
ま
す
。

　

通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
取
扱
金
融
機
関
（
滋
賀

銀
行
・
甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・

び
わ
こ
銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組

合
）
、
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き

を
行
う
と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座

振
替
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す

る
人
は
、
市
内
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
載
せ
た
帳
簿
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
ほ
か
の
資
産
と
比
較

し
て
、
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
の
納
税
な
ど

納
税
な
ど
は〝
口
座
振
替
〞で
！

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

■
期
間　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま

す
。

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
■
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

※
必
ず
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
や
会
社
の
社
員
の
か
た

は
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
　
　
　
　

71
●
２
３
２
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■
募
集
す
る
住
宅

○
東
寺
団
地
３
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）
…

石
部
南
三
丁
目
４
番

○
東
谷
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）
…

石
部
中
央
二
丁
目
９
番

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
に
限

り
ま
す
。

■
家
賃
月
数

　

部
屋
お
よ
び
収
入
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。

■
敷
金　

家
賃
の
３
倍

■
申
込
資
格

①
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

と
②
入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
月
額

の
合
計
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
（
所
定
控
除
後
の
金
額
）

③
市
内
に
３
カ
月
以
上
在
住
、
ま

た
は
６
カ
月
以
上
（
同
一
職
場

に
３
カ
月
以
上
）
在
勤
し
て
い

る
こ
と

④
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人
で
あ
る
こ
と

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

人
で
あ
る
こ
と

※
今
回
の
募
集
住
宅
は
単
身
入
居

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

４
月
４
日
（
月
）
〜
18
日

（
月
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
に
建
設
課
管
理
担
当
で
配

布
、
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
居
決
定
方
法　

書
類
審
査

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽

選
と
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選
予
定
時
期

　

５
月
上
旬

■
入
居
予
定
日

　

６
月
１
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
管
理
担
当
（
東
庁
舎
）

　
　
　
　
　

71
●
２
３
３
３
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統
計
担
当
者
（
市
役
所
職
員
）
よ

り
電
話
な
ど
で
仕
事
を
お
願
い
し

ま
す
。
承
諾
後
、
市
か
ら
県
へ
報

告
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

　

調
査
内
容
お
よ
び
調
査
員
業
務

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。

受
け
持
ち
調
査
区
の
確
認

　

地
図
な
ど
を
も
と
に
指
定
さ
れ

た
区
域
を
巡
回
し
、
受
け
持
ち
範

囲
を
確
認
し
ま
す
。

調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

　

調
査
対
象
者
に
調
査
票
を
配
布

し
、
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

調
査
票
の
回
収
・
点
検
・
整
理

　

記
入
さ
れ
た
調
査
票
を
回
収
し
、

記
入
漏
れ
な
ど
が
な
い
か
を
確
認

し
ま
す
。

調
査
票
な
ど
の
書
類
を
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

改
革
推
進
課
政
策
評
価
・
統
計

担
当
（
東
庁
舎
）

　
　
　
　
　

71
●
２
３
１
６

Ｅ
メ
ー
ル
：kaikaku@

city.ko
nan.shiga.jp

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
職
務
内
容

　

指
導
員
お
よ
び
事
務
補
助

■
応
募
資
格

昭
和
20
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

60
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
人
で
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
関
す
る
業
務
経
験
が
あ

る
人
、
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
人

■
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
■
賃
金

　

月
額
15
万
円
〜
18
万
円

※
諸
手
当
に
つ
い
て
は
嘱
託
職
員

の
任
用
要
綱
の
規
定
に
よ
り
支

給
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
申
込
方
法

４
月
５
日
（
火
）
〜
４
月
14
日

（
木
）
の
業
務
時
間
中（
平
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
に
総
務
課
人
事
・
研
修
担

当（
東
庁
舎
）
71
●
２
３
１
２

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（
石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

77
●
６
２
５
０

　

８
月
14
日（
日
）・
15
日（
月
）に

日
本
武
道
館
で
開
催
予
定
の
全
国

戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を
希
望
す

る
遺
族
の
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

原
則
と
し
て
戦
没
者
（
原

爆
、
一
般
戦
災
死
没
者
を
含

む
）
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

兄
弟
姉
妹
（
１
柱
１
回
限
り
）

で
、
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が

で
き
る
人

■
募
集
人
数　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
参
加
費　

５
、
０
０
０
円
程
度

■
募
集
期
間　

４
月
22
日
（
金
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法

　

は
が
き
に
①
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の

続
柄
、
電
話
番
号
、
②
戦
没
者

の
氏
名
、
本
籍
都
道
府
県
名
を

明
記
の
う
え
、
左
記
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課
〔
〒

５
２
０

－

８
５
７
７
（
住
所
不

要
）〕０７

７
●
５
２
８
●
３
５
１
４

０
７
７
●
５
２
８
●
４
８
５
０

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集

湖
南
市
統
計
調
査
員
募
集
！

あ
な
た
も
統
計
調
査
員
に
登

録
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
17
年
度

　

国
や
県
で
は
、
経
済
や
生
活
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
方

向
性
を
見
極
め
る
た
め
に
、
国
勢

調
査
や
工
業
統
計
調
査
な
ど
の
各

種
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
各
種
統
計
調
査
に
従

事
し
て
く
だ
さ
る
人
（
統
計
調
査

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
統
計
調
査
員
と
は
…

　

国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査

に
お
い
て
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
の
仕
事
を
行
う
人

を
「
統
計
調
査
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

調
査
現
場
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、

世
帯
や
事
業
者
な
ど
の
調
査
対
象

と
直
接
や
り
と
り
を
行
う
最
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施

の
つ
ど
期
間
を
定
め
て
（
通
常

１
、
２
カ
月
間
）
任
命
さ
れ
る
公

務
員
で
あ
り
、
国
勢
調
査
に
従
事

す
る
調
査
員
は
一
般
職
の
非
常
勤

国
家
公
務
員
、
そ
の
他
の
統
計
調

査
に
従
事
す
る
調
査
員
は
特
別
職

の
非
常
勤
地
方
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

　

統
計
調
査
員
に
は
、
調
査
員
業

務
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て
「
報

酬
」
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

調
査
活
動
中
に
災
害
に
あ
っ
た
場

合
は
、
一
般
の
公
務
員
と
同
様
に

公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
対
象
と

な
る
世
帯
や
事
業
所
の
大
切
な
情

報
を
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
仕
事

に
あ
た
っ
て
は
強
い
責
任
感
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

「
統
計
法
」
で
は
、
調
査
対

象
か
ら
申
告
さ
れ
た
内
容
や
、
そ

の
他
調
査
活
動
を
通
じ
て
知
り
得

た
秘
密
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り

（
第
14
条
）
、
秘
密
を
漏
ら
し
た

場
合
に
は
処
罰
さ
れ
ま
す
（
第
19

条
の
２
）
。
統
計
調
査
員
を
辞
め

た
あ
と
で
も
こ
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。

◎
登
録
期
間
は
…

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
18
年
３

月
31
日
（
１
年
間
）

◎
登
録
要
件
は
…

１
．
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

２
．
税
務
・
警
察
・
選
挙
な
ど
に

直
接
関
係
の
な
い
人

３
．
調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の

保
護
に
信
頼
の
お
け
る
人

◎
平
成
17
年
度
の
主
な
調
査
は
…

・
国
勢
調
査

・
工
業
統
計
調
査

・
労
働
力
調
査

・
毎
月
勤
労
統
計
調
査
な
ど

◎
仕
事
の
内
容
は
…

調
査
の
承
諾

　

調
査
実
施
の
１
〜
３
カ
月
前
に
、

湖
南
市
少
年
セ
ン
タ
ー

嘱
託
職
員
募
集
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　事前に予約が必要です。 
◇日時 
　４月２１日（木）　１０:００～１２:００ 
◇場所 
　社会福祉センター（旧甲西町老人福祉
センター） 
◇申し込み・問い合わせ先 
　人権政策課　 71●2354 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
　 72●4008 
石部保健センター　 77●7008 
◇子育てに関する悩みや心配なこと、また
離乳食や子どもの発達などについて気
軽にご相談ください。 

◇随時、電話にて受け付けます。 
※発達相談員による発達相談（予約制）の
紹介も行います。 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 71●4150 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く） 
　８：３０～１７：１５ 
◇内容 
　妊娠・出産・育児など 
 
 
湖南市高齢者支援センター（東庁舎内） 
 71●4652 
高齢者支援センターみくも 72●8100 
高齢者支援センターぼだいじ 74●4093 
高齢者支援センターいしべ 77●5243 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 72●4008 
石部保健センター 77●7008 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く） 
　８:３０～１７:１５ 
◇対象 
　もの忘れについて気になる人、またはその
家族 

※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の
紹介も行います。 

社会福祉協議会 72●4102 
◇日時 
　４月２９日（祝）１３:００～１６:００ 
◇場所　 
　社会福祉センター（旧甲西町老
人福祉センター） 

 
 
滋賀県商工観光労働部労政能力
開発課雇用対策推進室  
72●9311（相談日のみ） 
◇日時 
　４月６日（水）、２０日（水）、２２日（金） 
　９:００～１６:００ 
◇場所 
　女性センター 
 
 
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までに予約申
し込みを行ってください。 
石部町商工会 77●4145 
◇日時 
　４月１６日（土）   ９:３０～１２:００ 
◇場所 
　石部町商工会館 
甲西町商工会　 72●0038 
◇日時 
　４月１５日（金） １３:１５～１５:１５ 
◇場所 
　共同福祉施設（サンライフ甲西） 
 
 
ふれあい教育相談室 72●4810 
E-mail k-fureai@vesta.ocn.ne.jp 
◇日時 
　毎週月～金曜日　９:００～１７:００ 
◇場所 
　勤労青少年ホーム 

就労相談 

育児相談 

女性の悩み相談 

赤ちゃんホットライン（電話相談） 

介護についての相談・高齢者の生活相談 

もの忘れについての電話相談 

各種相談 各種相談 
知的障害者（児）相談 

女性就業相談 

法律相談 

教育電話相談 
よろず相談・行政相談・人権相談 

相談窓口 

　厳しい雇用情勢が続くなか、求職活動を行う人たち
を応援するため、市では就労相談を行っています。気
軽にご利用ください。 
　なお、相談の際はなるべく事前に予約を行ってください。 
■日時 
○毎週月曜日・金曜日（午前８時３０分～午後５時１５分） 
○毎週水曜日（午後１時～５時１５分） 
■相談例 
○就労相談 
○労災保険・雇用保険・厚生年金などのアドバイス 
■会場・予約先 
 共 同福祉施設（サンライフ甲西）１階 
 ・ 72●4708 
 
地域での就労相談 
○４月  ６日（水）　三雲会館　　 72●3166 
○４月１３日（水）　岩根会館　　 72●2292 
○４月２０日（水）　柑子袋会館　 72●2993 
○４月２７日（水）　夏見会館　　 72●3083 
☆すべて午前９時～１１時３０分  

 
○総務課（東庁舎）　 71●2360 
○地域総合センター（三雲会館 72●3166、三雲教
育集会所 72●3301、夏見会館 72●3083、柑子
袋会館 72●2993、松籟会館 77●2972、岩根会
館 72●2292）では、人権相談をはじめとした各種
相談を受け付けています。 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く）　８:３０～１７:１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆時間はいずれも13：00～16：00です。 
◇問い合わせ先 
・よろず相談…社会福祉協議会　 72●4102 
・行 政 相 談…総務課　　　　　 71●2360 
・人 権 相 談…人権政策課　　　 71●2322

日 
場　所 

社会福祉センター 
（旧甲西町老人福祉 
センター） 
72●4102

石部老人福祉センター 
（旧石部町老人福祉 
センター） 
77●5045

よろず相談 

行政相談 
人権相談 

よろず相談 
行 政 相談  

よろず相談 
行 政 相談 

人 権 相談  

９日（土） 19日（火） 29日（祝） 
14日（木） 
（第2木曜日） 

　
平
成
１６
年
度
中
に
各
家
庭
で
購

入
し
た
生
ご
み
処
理
機
（
処
理
容

器
）
の
補
助
金
の
申
請
期
限
は
４

月
８
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

　
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人

は
、
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
対
象 

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
購

入
し
た
も
の
（
旧
石
部
町
域
の

人
は
平
成
１６
年
１０
月
１
日
か
ら

平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間

に
購
入
し
た
も
の
） 

※
補
助
金
の
交
付
は
、
世
帯
を
単

位
に
行
い
ま
す
の
で
、
過
去
に

こ
の
補
助
金
を
受
給
し
た
こ
と

の
あ
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。 

■
添
付
書
類 

領
収
書
（
購
入
者
の
氏
名
の
あ

る
も
の
）
、
設
置
後
の
写
真 

※
申
請
者
は
購
入
者
本
人
と
な
り

ま
す
。
補
助
金
は
申
請
者
（
購

入
者
）
本
人
名
義
の
金
融
機
関

へ
の
口
座
振
り
込
み
と
な
り
ま

す
の
で
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
の
受
付
は
各
出
張
所
で
は

行
い
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
環
境
課
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
推
進

担
当
（
東
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　

７１
●

２
３
５
８ 

○
市
民
生
活
課
環
境
担
当
（
西
庁

舎
）
　
　
　

７７
●

７
０
０
７ 

申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助
金 

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格

①
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
63

歳
以
下
の
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
人

③
企
業
内
で
の
人
権
啓
発
の
業
務

経
験
、
労
務
・
人
事
な
ど
の
担

当
部
署
の
経
験
が
あ
る
人
、
ま

た
は
同
等
の
能
力
を
有
す
る
人

④
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
者
が
望
ま

し
い
（
文
書
入
力
な
ど
）

■
職
務
内
容

　

企
業
に
対
す
る
啓
発
推
進
な
ど

■
勤
務
場
所

　

市
役
所
東
庁
舎（
商
工
観
光
課
）

■
勤
務
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
任
用
期
間

５
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31

日
■
賃
金　

月
額
13
万
円

※
諸
手
当
に
つ
い
て
は
嘱
託
職
員

の
任
用
要
綱
の
規
定
に
よ
り
支

給
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人

■
応
募
資
格

①
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
63

湖
南
市
嘱
託
職
員

　
　
　
　
　

募
集

歳
以
下
の
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
人

③
就
職
を
希
望
す
る
人
や
不
安
定

就
労
者
に
対
し
、
就
労
支
援
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
め
る

人
■
職
務
内
容

就
労
相
談
お
よ
び
就
労
に
向
け

て
の
指
導
支
援
な
ど

■
勤
務
場
所

市
内
の
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
な
ど

■
勤
務
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
45
分

※
勤
務
内
容
に
よ
っ
て
時
間
の
変

更
お
よ
び
休
日
の
振
替
が
あ
り

ま
す
。

■
任
用
期
間

５
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31

日
■
賃
金

　

月
額
13
万
４
千
８
０
０
円

※
諸
手
当
に
つ
い
て
は
嘱
託
職
員

の
任
用
要
綱
の
規
定
に
よ
り
支

給
し
ま
す
。

　

以
降
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
企

業
人
権
啓
発
指
導
員
・
就
労
相
談

員
ど
ち
ら
も
共
通
で
す
。

■
申
込
方
法

４
月
５
日
（
火
）
〜
14
日

（
木
）
の
業
務
時
間
中
（
平
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）
に
総
務
課
人
事
・
研
修

担
当

71
●
２
３
１
２
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

作
文
お
よ
び
面
接

※
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
に
つ

い
て
は
、
試
験
当
日
に
書
い
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
作
文
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
で
す
。

・
企
業
人
権
啓
発
指
導
員
…
「
あ

な
た
が
企
業
に
対
し
て
人
権

啓
発
に
取
り
組
も
う
と
す
る
こ

と
」

・
就
労
相
談
員
…
「
就
労
相
談
員

と
し
て
取
り
組
も
う
と
す
る
こ

と
」

■
試
験
日
時

４
月
18
日（
月
）午
前
９
時
30
分

■
試
験
場
所

　

市
役
所
東
庁
舎
３
階
大
会
議
室

■
提
出
書
類

履
歴
書
（
試
験
日
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
労
政
担
当
（
東
庁

舎
）　
　
　

71
●
２
３
３
２

　

次
の
と
お
り
平
成
17
年
度
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
応
募
資
格

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
に
お

け
る
満
年
齢
が
35
歳
以
上
65
歳

以
下
の
人

■
職
務
内
容　

施
設
管
理
業
務
な

①
企
業
人
権
啓
発
指
導
員

②
就
労
相
談
員

湖
南
市
文
化
体
育
振
興
事

業
団 

臨
時
職
員
募
集

　現在、市役所の組織および業務については、主に東庁舎（旧
甲西町役場）、西庁舎（旧石部町役場）でそれぞれ行政機能を
部門ごとに振り分ける分庁舎方式を採用しています。 
 「広報こなん」誌上において、組織単位である「課」を表記す
るときは必ず「東庁舎」か「西庁舎」のいずれかの庁舎を明記
していますので、来庁などの際はくれぐれもお間違いのないよ
うお願いします。 

「広報こなん」誌上で表記する「東庁舎」とは「旧甲西町役
場」、「西庁舎」とは「旧石部町役場」のことです 

ど
■
試
験
日　

４
月
20
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
申
し
込
み
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

甲
西
文
化
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法

　

甲
西
文
化
ホ
ー
ル
に
置
い
て

あ
る
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
12

日
（
火
）
ま
で
の
業
務
時
間
中

（
月
曜
日
を
除
い
た
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
に
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

（
財
）
湖
南
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団
（
事
務
局
：
甲
西
文
化

ホ
ー
ル
）　

72
●
２
１
３
３

　

防
衛
庁
・
自
衛
隊
で
は
次
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

○
一
般
幹
部
候
補
生
（
飛
行
・
音

楽
要
員
含
む
）

○
技
術
幹
部
候
補
生

○
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

○
一
般
・
技
術
…
20
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人
〔
22
歳
未
満
の
人
は

大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）
〕

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
28

歳
未
満

○
歯
科
…
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

人
で
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み

含
む
）

○
薬
剤
科
…
20
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人
で
専
門
の
大
学
卒
（
見
込

み
含
む
）

※
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳

未
満

■
１
次
試
験

　

５
月
21
日
（
土
）

※
飛
行
要
員
は
21
日
（
土
）
、
22

日
（
日
）
で
す
。

■
受
付
期
間

　

４
月
４
日
（
月
）
〜
５
月
13
日

（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
草
津
募
集
事
務
所

　

０
７
７
●
５
６
３
●
８
２
０
５

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
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　事前に予約が必要です。 
◇日時 
　４月２１日（木）　１０:００～１２:００ 
◇場所 
　社会福祉センター（旧甲西町老人福祉
センター） 
◇申し込み・問い合わせ先 
　人権政策課　 71●2354 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
　 72●4008 
石部保健センター　 77●7008 
◇子育てに関する悩みや心配なこと、また
離乳食や子どもの発達などについて気
軽にご相談ください。 

◇随時、電話にて受け付けます。 
※発達相談員による発達相談（予約制）の
紹介も行います。 

 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 71●4150 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く） 
　８：３０～１７：１５ 
◇内容 
　妊娠・出産・育児など 
 
 
湖南市高齢者支援センター（東庁舎内） 
 71●4652 
高齢者支援センターみくも 72●8100 
高齢者支援センターぼだいじ 74●4093 
高齢者支援センターいしべ 77●5243 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 72●4008 
石部保健センター 77●7008 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く） 
　８:３０～１７:１５ 
◇対象 
　もの忘れについて気になる人、またはその
家族 

※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の
紹介も行います。 

社会福祉協議会 72●4102 
◇日時 
　４月２９日（祝）１３:００～１６:００ 
◇場所　 
　社会福祉センター（旧甲西町老
人福祉センター） 

 
 
滋賀県商工観光労働部労政能力
開発課雇用対策推進室  
72●9311（相談日のみ） 
◇日時 
　４月６日（水）、２０日（水）、２２日（金） 
　９:００～１６:００ 
◇場所 
　女性センター 
 
 
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までに予約申
し込みを行ってください。 
石部町商工会 77●4145 
◇日時 
　４月１６日（土）   ９:３０～１２:００ 
◇場所 
　石部町商工会館 
甲西町商工会　 72●0038 
◇日時 
　４月１５日（金） １３:１５～１５:１５ 
◇場所 
　共同福祉施設（サンライフ甲西） 
 
 
ふれあい教育相談室 72●4810 
E-mail k-fureai@vesta.ocn.ne.jp 
◇日時 
　毎週月～金曜日　９:００～１７:００ 
◇場所 
　勤労青少年ホーム 

就労相談 

育児相談 

女性の悩み相談 

赤ちゃんホットライン（電話相談） 

介護についての相談・高齢者の生活相談 

もの忘れについての電話相談 

各種相談 各種相談 
知的障害者（児）相談 

女性就業相談 

法律相談 

教育電話相談 
よろず相談・行政相談・人権相談 

相談窓口 

　厳しい雇用情勢が続くなか、求職活動を行う人たち
を応援するため、市では就労相談を行っています。気
軽にご利用ください。 
　なお、相談の際はなるべく事前に予約を行ってください。 
■日時 
○毎週月曜日・金曜日（午前８時３０分～午後５時１５分） 
○毎週水曜日（午後１時～５時１５分） 
■相談例 
○就労相談 
○労災保険・雇用保険・厚生年金などのアドバイス 
■会場・予約先 
 共 同福祉施設（サンライフ甲西）１階 
 ・ 72●4708 
 
地域での就労相談 
○４月  ６日（水）　三雲会館　　 72●3166 
○４月１３日（水）　岩根会館　　 72●2292 
○４月２０日（水）　柑子袋会館　 72●2993 
○４月２７日（水）　夏見会館　　 72●3083 
☆すべて午前９時～１１時３０分  

 
○総務課（東庁舎）　 71●2360 
○地域総合センター（三雲会館 72●3166、三雲教
育集会所 72●3301、夏見会館 72●3083、柑子
袋会館 72●2993、松籟会館 77●2972、岩根会
館 72●2292）では、人権相談をはじめとした各種
相談を受け付けています。 
◇日時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く）　８:３０～１７:１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆時間はいずれも13：00～16：00です。 
◇問い合わせ先 
・よろず相談…社会福祉協議会　 72●4102 
・行 政 相 談…総務課　　　　　 71●2360 
・人 権 相 談…人権政策課　　　 71●2322

日 
場　所 

社会福祉センター 
（旧甲西町老人福祉 
センター） 
72●4102

石部老人福祉センター 
（旧石部町老人福祉 
センター） 
77●5045

よろず相談 

行政相談 
人権相談 

よろず相談 
行 政 相談  

よろず相談 
行 政 相談 

人 権 相談  

９日（土） 19日（火） 29日（祝） 
14日（木） 
（第2木曜日） 

　
平
成
１６
年
度
中
に
各
家
庭
で
購

入
し
た
生
ご
み
処
理
機
（
処
理
容

器
）
の
補
助
金
の
申
請
期
限
は
４

月
８
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

　
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人

は
、
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
対
象 

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
購

入
し
た
も
の
（
旧
石
部
町
域
の

人
は
平
成
１６
年
１０
月
１
日
か
ら

平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間

に
購
入
し
た
も
の
） 

※
補
助
金
の
交
付
は
、
世
帯
を
単

位
に
行
い
ま
す
の
で
、
過
去
に

こ
の
補
助
金
を
受
給
し
た
こ
と

の
あ
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。 

■
添
付
書
類 

領
収
書
（
購
入
者
の
氏
名
の
あ

る
も
の
）
、
設
置
後
の
写
真 

※
申
請
者
は
購
入
者
本
人
と
な
り

ま
す
。
補
助
金
は
申
請
者
（
購

入
者
）
本
人
名
義
の
金
融
機
関

へ
の
口
座
振
り
込
み
と
な
り
ま

す
の
で
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
の
受
付
は
各
出
張
所
で
は

行
い
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
環
境
課
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
推
進

担
当
（
東
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　

７１
●

２
３
５
８ 

○
市
民
生
活
課
環
境
担
当
（
西
庁

舎
）
　
　
　

７７
●

７
０
０
７ 

申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助
金 



Konan

※お車で来場される場合は、近隣の迷惑にならないよ
う、必ず「まつり指定駐車場」をご利用ください。 

会
場 

にごり池 
自然公園 

日本カロライズ 

センカ 

通行止 

入口 

至
竜
王 

平
和
堂
● 

にごり池交差点 

小砂町交差点 

まつり
指定 

駐車場
 

会場周辺地図  

日
本
化
学
機
械 

日
本
カ
ロ
ラ
イ
ズ 

さくらフェスティバル 
イベント会場 

至草津市 

至栗東市 

至甲賀市 国道1号 石部口 

石部駅 

JR草津線 

湖南市役所 
（西庁舎） 

石部小学校 

石部中学校 

石部南小学校 

石部高校 石部高校 

旧東海道 
雨山入口 

雨山文化 
運動公園 雨山入口 

文 

文 

文 

文 

○イベント　　　フリーマーケット、フワフワ、子ども機関車 
○ステージ　　　チアリーディング、湖國十二坊太鼓保存会、サイクルアクロバット、移動ボラン

ティアセンター、ござれGOUSYU 
○フード・出店　飲み物、フライドポテト、ラーメン、チキンナゲット、フランクフルト、うどん、

ケーキ、綿菓子 
■問い合わせ先　甲西町商工会青年部（甲西町商工会内）　 72●0038

1,000本以上の桜が咲き誇る市内有数の花見スポット、
雨山文化運動公園。今年もさくら色に染まる雨山へ、
ぜひ皆さんでお越しください。 
■イベント内容 
石部太鼓保存会、大道芸、模擬店（もちつき、ポン菓子
など） 

■問い合わせ先 
　商工観光課商工観光担当　 71●2331

にごり池さくらまつり にごり池さくらまつり 
日時 4月9日（土）　午前10時～午後4時30分　※雨天中止 
場所 にごり池自然公園 

日時 4月10日（日）　午前10時～午後3時 
※荒天中止 

場所 雨山文化運動公園「宿場の里」前駐車場 

観光物産協会主催 

第15回 

観光協会主催 

第13回 

フリーマーケット出店者募集 

さくら さくら フェスティバル フェスティバル 
AMEYAMAin

■日時　4月9日（土） 午前10時～午後4時 
■応募資格　市内在住または在勤の人 
■販売品　家庭で不用になったものや手づくりのもの。た
だし、食料品は除きます。 

※営業目的（一品が多量など）での出店はできません。 
■出店区画　1.8ｍ×1.8ｍ 
■募集出店数　30店（先着順） 
■出店料　無料 
■受付期間　4月4日（月）～6日（水）の午前10時～午後4時 
■応募方法　甲西町商工会へ電話でお申し込みください。 
※4月7日（木）午後2時から甲西町商工会事務局で説明会
を行います。申し込んだ人は必ず出席してください。 
■問い合わせ先 
　甲西町商工会青年部（甲西町商工会内）　 72●0038



Konan 

男性の料理教室 
　高齢化が進むなか、台所に立つこ
とに慣れていない男性に、「料理」
に関心を持っていただき、仲間づく
りや、今後の生活に役立てていただ
くために開催します。 
　ご飯の炊き方やみそ汁の作り方を
はじめ、鮭のホイル焼、オムライス、
肉じゃが、出し巻き玉子、いちご大
福など、幅広いレパートリーに挑戦
していただきます。 
■日時　月1回おおむね午前10時～
午後2時 

■場所　保健センター（2グループ）、
石部保健センター（1グループ） 
■対象　おおむね60歳代の男性で、
料理の経験がほとんどない人 
■定員　30人程度（各グループ10
人程度）※定員になり次第締め切
ります。 
■申込方法　4月11日（月）～15日（金）
の午前8時30分～午後5時に電話で、
または直接保健センターの窓口で
お申し込みください。 
※申し込んだ人には事前に説明会
を行います。 

 

健康推進員養成講座 
　ボランティアとして地域で健康づ
くりを進める健康推進員を養成する
講座です。一人ひとりが健康で生き
生きと楽しく生活できるよう、乳幼
児から高齢者にいたるまでの生涯を
通じた健康づくりについて学んでい
ただきます。 
　応募された人には、受講後、健康
推進員として地域や両保健センター
で活動していただきます。 
■期日　 
　6月～〔全12回〕※日時は未定 
■定員　10人程度 
■申込方法　4月15日（金）までの平
日の午前8時30分～午後5時15分
に電話またはFAXで保健センター
へお申し込みください。 

「創作と人形」クラブ歩み展 
繊細で愛らしい少女の人形を中心に
約30体展示します。ほかにも押絵を
展示します。ぜひお越しください。 
■期間 
　4月17日（日）～30日（土） 
　午前8時30分～午後5時 
※休館日‥‥18日（月）、25日（月） 

必響をゑぇŽ(柑倹城胎必響をゑぇŽ)
:5Z733;å :5Z47;4

平成17年度甲西文化ホール
友の会　会員募集 
■会員期間 
　4月1日～平成18年3月31日 
■年会費　1,000円 
■主な特典 
○文化ホール主催事業のチケットを
10％引きで購入することができ
ます（本人分のみ）。 
○チケットを一般発売日よりも早く
購入することができます（1人2
枚まで）。 
○文化ホールで企画する舞台鑑賞ツ
アーに参加することができます。 

■申込方法　年会費を添えて甲西文
化ホール窓口へお申し込みください。 

■申込期限　6月末日 

倹 城 斐 郁 ぬ Ž ら
:5Z5466

入場 
無料 

パソコン初心者向け相談 
　（パソコンよろず工房） 
■日時　4月4日、11日、18日、25日 
　　　　（すべて月曜日） 
　　　　午前9時30分～正午 
■定員　3人程度 
■相談料　無料 
■講師 
　I・Iランドめ～る編集スタッフ 
※申し込みの際に相談内容をお知
らせください。 

埴斑貼掲舗蟹
::Z5868

障害を持つ人々および障害者施設事
業への地域理解を目的に開催します。
ぜひ遊びにきてください。 
 
 
 
■場所　ワークステーション虹、地域
生活支援センター「このゆびとまれ」
（いずれも大池郵便局横） 
■内容　 
模擬店、
フリーマ
ーケット、
ミニコン
サート、ビンゴ大会、卓球コーナーな
ど 
■問い合わせ先 
○ワークステーション虹 
　 75●1220　 75●1231 
○地域生活支援センターこのゆびとまれ 
　 75●8949　 75●8950 

にじまつり  にじまつり  にじまつり  
参加者募集 受講生募集 

福祉住環境コーディネーターとは、
高齢者や障害者にとって住みやすい
住環境を提案するアドバイザーです。 
■日時　5月11日（水）～毎週水曜
日〔全24回〕午後7時～9時 
■場所　共同福祉施設（サンライフ
甲西） 
■対象　市内に在住または在勤の35
歳以下の勤労者 
■定員　30人　 
※定員になり次第、締め切ります。 
■受講料　3,000円 
■テキスト代　4,500円程度 
■講師　大平正道さん 
■申し込み・問い合わせ先 
　商工観光課労政担当 
　 71●2332　 72●7964 
※36歳以上で興味のある人はお問い
合わせください。 
※申し込み後は原則として受講料の
返金はできませんので、あらかじ
めご了承ください。 
※全講座で託児サービスがあります。
ご利用の人は事前にお申し込みく
ださい。 

棋謡擾尺怒ぬŽふ

福祉住環境 
コーディネーター 
2級受験対策講座 

4月9日（土） 
　午前11時～午後3時 



Konan

　
今
年
4
月
2
日
は
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
生
誕
2
百
周
年
の
記
念
日
で

す
。彼
を
生
み
育
て
た
国
デ
ン
マ
ー

ク
の
風
土
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

【
文
学
】 

　『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
高

橋
健
二
訳
（
小
学
館
） 

　『「
即
興
詩
人
」
の
イ
タ
リ
ア
』

森
ま
ゆ
み
著
（
講
談
社
） 

　『
す
ず
の
へ
い
た
い
』
ア
ン
デ
ル

セ
ン
作
（
岩
崎
書
店
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
の
緑
と
文
化
と
人
 

々
を
訪
ね
て
』
福
田
成
美
著
（
新

評
論
） 

　『
ぼ
く
の
も
の
が
た
り
〜
ア
ン
デ

ル
セ
ン
自
伝
』
ア
ン
デ
ル
セ
ン
著（
講

談
社
）
 
 

【
教
育
・
福
祉
】 

　『
少
子
化
を
の
り
こ
え
た
デ
ン
マ

ー
ク
』
湯
沢
雍
彦
編
著
（
朝
日
新

聞
社
） 

　『
世
界
に
学
ぼ
う
！
子
育
て
支
援
』

汐
見
稔
幸
編
著
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
） 

　『
福
祉
の
国
は
教
育
大
国
』
小

島
ブ
ン
ゴ
ー
ド
孝
子
著
（
丸
善
） 

　『
世
界
の
介
護
事
情
』
鬼
崎
信

好
編
著
（
中
央
法
規
出
版
） 

【
環
境
・
暮
ら
し
】 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
〜
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
』
ケ
ン
ジ
・

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ス
ズ
キ
著
（
合
同
出

版
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
〜
デ
ザ
イ
ン
の
国
』

島
崎
信
著
（
学
芸
出
版
社
） 

　『
北
欧
〜
デ
ザ
イ
ン
と
美
食
に
出

会
う
旅
』
鈴
木
緑
文
・
写
真
（
東

京
書
籍
） 

　『
ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の
椅
子

1
0
0
』
織
田
憲
嗣
著
（
平
凡
社
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
に
昔
か
ら
伝
わ
る

刺
繍
の
あ
る
小
箱
』
近
藤
佳
代
著

（
文
化
出
版
局
） 

 

　
図
書
館
へ
行
こ
う 

移動図書館車「マツゾウくん」巡回予定日 
場　　　所 日 時　　間 

下 田 公民館前    6（水） 
20（水） 

15：30～16：00

中山生協集会所予定地 16：15～16：45

フレンドマート第2駐車場 
  7（木） 
21（木） 

14：00～14：30

市立三雲公民館前   1（金） 
15（金） 

13：10～13：40

妙感寺多目的集会所前 16：20～16：50

菩提寺幼稚園前 13（水） 
27（水） 

14：00～14：30

北山台自治会館前 15：30～16：00

岩 根 診療所前    8（金） 
22（金） 

13：20～13：50

サンヒルズ甲西（本館）駐車場 14：10～14：40

場　　　所 日 時　　間 

三 雲 小 学 校  
20（水） 

12：50～13：25

下 田 小 学 校  14：00～15：20

岩 根 小 学 校  
21（木） 

12：55～13：25

菩 提 寺小学校  14：50～15：50

三 雲 東小学校  15（金） 14：00～15：00

菩提寺北小学校 13（水） 27（水） 12：55～13：35

水 戸 小 学 校    8（金） 22（金） 14：50～15：50

三 雲 保 育 園  15（金） 12：50～13：10

菩 提 寺保育園  13（水） 27（水） 14：35～15：00

日 月 火 水 木 金 土 

7興┛

●は甲西図書館のみの休館日です。 

■は石部図書館のみの休館日です。 

●は両館の休館日です（火曜日、祝日）。 

☆開館時間は、両館とも 

　　午前10時～午後6時です。 

☆お一人10点まで（CDは５点まで）2週間

借りることができます。 

☆湖南市立図書館ホームページ（http:// 

　lib.edu-konan.jp）で、甲西図書館の

蔵書を見ることができます。 

☆本や行事についての問い合わせはお電

話でもどうぞ。 

○石部図書館 
　　（石部中央一丁目２‐３・ 77●6252） 

○甲西図書館 
　　（中央五丁目50・ 72●5550） 

◎移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない場合は
気軽にお申し出ください。 

４
月
10
日（
日
）ま
で
は
、
お
一
人
15
点
ま
で（
C
D
は
5
点
ま
で
）3
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■場所 
　甲西図書館2階視聴覚室 
■定員 
　先着60人（一般） 
■申込方法 
甲西・石部両図書館のカウンターで、
または電話でお申し込みください。 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷
デ
ン
マ
ー
ク
 

草谷桂子児童文学講演会 
くさ がや 

4月24日（日）　 
午後2時～3時30分 受講料 

無　料 

市内桜マップの発行準備を進めて
います。情報収集用の地図を設置
していますのでご協力ください。 

湖南市立図書館所蔵の桜の写
真約30点を展示します。 

さくら写真展 
4月2日（土）～10日（日） 

江戸時代末期から明治にかけて「奥村松溪塾」（針区）で実際に使われ
ていた教科書や机、当時の様子がしのばれる文書などを展示します。 

寺子屋松溪塾展 
4月16日（土）～5月1日（日） 

桜の所在情報を集めて 
います 

「こどもの読書週間」（4月23日～5月
12日）にちなみ、児童文学講演会を開催
します。講師には「さびしい時間のとなり」
「白いブラウスの秘密」などの著者で、
20年以上にわたって文庫活動を続ける
草谷桂子さんをお招きします。 

と き 

「子ども読書の日」記念 

甲西図書館展示 

甲西図書館展示 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 2 3 4 5 6 715

　
図
書
館
へ
行
こ
う 

爾寒┬恕去強爾寒┬恕去強爾寒┬恕去強

★場所　甲西図書館2階視聴覚室 
★演目　「ぶくぶく」　ほか 
★定員　200人 

ブ┘ボ┷千┛恕去強

入場無料 

4月3日（日） 午後2時～3時 

　
今
年
度
、２
つ
の
図
書
館
と
移
動

図
書
館
車
が
相
互
の
有
機
的
な
連

携
を
強
化
し
、市
内
全
域
に
よ
り

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

蔵
書
の
内
容
も
見
直
し
、効
率
的

で
有
効
な
資
源
の
活
用
を
図
り
ま

す
。 

　
甲
西
図
書
館
は
、あ
ら
ゆ
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
利
便
性
の
高
い
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
ま
す
。

各
分
野
に
わ
た
る
資
料
の
提
供
は

も
ち
ろ
ん
、参
考
図
書
や
専
門
的
な

資
料
の
収
集
に
も
努
め
、少
し
踏
み

込
ん
だ
調
査
・
研
究
の
機
能
も
担
い

ま
す
。
集
会
行
事
に
関
し
て
は
、各

種
の
講
演
会
や
展
示
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。 

　
石
部
図
書
館
は
、よ
り
身
近
な

生
活
に
役
立
つ
地
域
館
を
め
ざ
し

ま
す
。
小
説
や
実
用
書
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
資
料
を
中
心
に
提
供

す
る
こ
と
と
し
、身
近
な
雑
誌
や
新

聞
の
充
実
も
図
り
ま
す
。 

　
移
動
図
書
館
車
は
、図
書
館
ま

で
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
市
内
を

巡
回
し
ま
す
。
巡
回
場
所
は
ま
だ

調
整
中
で
す
が
、旧
石
部
町
域
の
小

学
校
な
ど
へ
の
巡
回
を
検
討
し
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、湖
南
市
立
図
書
館
で
は

図
書
館
法
第
１４
条
の
規
定
に
よ
り

図
書
館
協
議
会
を
設
置
し
、市
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。
図
書
館
協
議
会
の
会
議
は

年
に
４
回
開
催
し
て
お
り
、昨
年
３

月
か
ら
は
公
開
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い（
日
時
・
場
所
は「
広

報
こ
な
ん
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。 

＊
新
し
く
提
供
す
る
雑
誌
・
新
聞 

　
石
部
図
書
館
で
も
新
聞
夕
刊
を

閲
覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。石
部
・
甲
西
両
館
と
も

発
行
日
当
日
午
後
４
時
３０
分
か
ら

閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
ま
た
、２
つ
の
図
書
館
を
合
わ
せ

て
な
る
べ
く
多
く
の
種
類
の
雑
誌
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
所
蔵
タ
イ
ト

ル
を
変
更
し
ま
し
た
。
両
図
書
館

間
で
取
り
寄
せ
も
で
き
ま
す
。な
お
、

追
加
・
変
更
分
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
両
館
重
複
の
た
め
１
館
の
み
の

所
蔵
と
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
で
配
布
し
て
い

る
リ
ス
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
石
部
図
書
館 

「
週
刊
朝
日
」「
週
刊
新
潮
」「
日

経
Ｐ
Ｃ
２１
」「
プ
レ
モ
」「
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
」「
パ
ソ
友
」「
子
ど
も
と
読
書
」

「
つ
り
マ
ガ
ジ
ン
」「
モ
ー
タ
ー
マ
ガ

ジ
ン
」「
囲
碁
」「
近
代
将
棋
」「
岳

人
」「
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」「
安
心
」

「
Ｐｅ
ｎ
」「
サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」 

●
甲
西
図
書
館 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」「
い
き
い
き
」「
Ｌ

マ
ガ
ジ
ン
」「
大
相
撲
」 

今
年
度
、
湖
南
市
立
図
書
館
は
こ
う
変
わ
り
ま
す 

様ピ ┚ヱ┆カよ『╄[ら

■場所　甲西図書館2階視聴覚室 
　　　　※20日（水）～22日（金）は1階多目的会議室となります。 
■冊数　約3,000冊 
■内容　小説、実用書、雑誌など　※詳しくはお問い合わせください。 

図書館では古くなった本や雑誌のうち、再利用が可能なものの一部を
市民の皆さんに無料でお譲りします。 
※お一人10冊までとします。 
※混乱を避けるため、整理券を配って入場制限をする場合があります。 

4月16日（土）～22日（金） 午前10時～午後6時 
※18日（月）、19日（火）は休館日です。 

みんなで みにきてね！ 

  1日（金） 11：00～11：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　絵本の読み聞かせなどの楽しいお話の時間（入
園前のお子さん向け）。 

10日（日） 14:00～15:30 日曜シアター「未完成交響楽」’33独・オーストリア　シューベルトの「交響曲第8番」
が失恋によって未完成に終わったという説をもとに展開する音楽映画。字幕。 

日 時　　間 内　　　　　　　　　　容 

日 時　　間 内　　　　　　　　　　容 

  3日（日） 14:00～15:00 春休み人形劇「おにぎり村の人形劇」　※詳しくは上をご覧ください。 

16日（土） 14:30～15:30 ちっちゃなかぜおはなしかい　絵本の読み聞かせなどの楽しいお話の時間（前
半は4歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。 

23日（土） 14:00～14:30

24日（日） 14:00～15:30

  9日（土） 11:00～11:30 14:00～15:00
きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による絵本の読み聞かせなど
の楽しいお話の時間（午前は入園前のお子さん向け、午後は小学生向け）。 

15日（金） 11:00～11:20 16:30～17:00
よっといでたいむ　絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいお話の時間（午前
は入園前のお子さん向け、午後は小学生向け）。 

23日（土） 14:00～14:40 きじっこシネマ「パディントンベア2」’00米　子どもたちに根強い人気を持つ本のアニメ
作品。「王妃に会ったパディントン」「選挙運動のパディントン」の2話を上映。日本語吹き替え。 

おはなしの森　絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいお話の時間。 

草谷桂子児童文学講演会　※詳しくは左ページをご覧ください。 

甲
西
図
書
館
 

石
部
図
書
館
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今
年
4
月
2
日
は
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
生
誕
2
百
周
年
の
記
念
日
で

す
。彼
を
生
み
育
て
た
国
デ
ン
マ
ー

ク
の
風
土
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

【
文
学
】 

　『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
高

橋
健
二
訳
（
小
学
館
） 

　『「
即
興
詩
人
」
の
イ
タ
リ
ア
』

森
ま
ゆ
み
著
（
講
談
社
） 

　『
す
ず
の
へ
い
た
い
』
ア
ン
デ
ル

セ
ン
作
（
岩
崎
書
店
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
の
緑
と
文
化
と
人
 

々
を
訪
ね
て
』
福
田
成
美
著
（
新

評
論
） 

　『
ぼ
く
の
も
の
が
た
り
〜
ア
ン
デ

ル
セ
ン
自
伝
』
ア
ン
デ
ル
セ
ン
著（
講

談
社
）
 
 

【
教
育
・
福
祉
】 

　『
少
子
化
を
の
り
こ
え
た
デ
ン
マ

ー
ク
』
湯
沢
雍
彦
編
著
（
朝
日
新

聞
社
） 

　『
世
界
に
学
ぼ
う
！
子
育
て
支
援
』

汐
見
稔
幸
編
著
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
） 

　『
福
祉
の
国
は
教
育
大
国
』
小

島
ブ
ン
ゴ
ー
ド
孝
子
著
（
丸
善
） 

　『
世
界
の
介
護
事
情
』
鬼
崎
信

好
編
著
（
中
央
法
規
出
版
） 

【
環
境
・
暮
ら
し
】 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
〜
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
』
ケ
ン
ジ
・

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ス
ズ
キ
著
（
合
同
出

版
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
〜
デ
ザ
イ
ン
の
国
』

島
崎
信
著
（
学
芸
出
版
社
） 

　『
北
欧
〜
デ
ザ
イ
ン
と
美
食
に
出

会
う
旅
』
鈴
木
緑
文
・
写
真
（
東

京
書
籍
） 

　『
ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の
椅
子

1
0
0
』
織
田
憲
嗣
著
（
平
凡
社
） 

　『
デ
ン
マ
ー
ク
に
昔
か
ら
伝
わ
る

刺
繍
の
あ
る
小
箱
』
近
藤
佳
代
著

（
文
化
出
版
局
） 

 

　
図
書
館
へ
行
こ
う 

移動図書館車「マツゾウくん」巡回予定日 
場　　　所 日 時　　間 

下 田 公民館前    6（水） 
20（水） 

15：30～16：00

中山生協集会所予定地 16：15～16：45

フレンドマート第2駐車場 
  7（木） 
21（木） 

14：00～14：30

市立三雲公民館前   1（金） 
15（金） 

13：10～13：40

妙感寺多目的集会所前 16：20～16：50

菩提寺幼稚園前 13（水） 
27（水） 

14：00～14：30

北山台自治会館前 15：30～16：00

岩 根 診療所前    8（金） 
22（金） 

13：20～13：50

サンヒルズ甲西（本館）駐車場 14：10～14：40

場　　　所 日 時　　間 

三 雲 小 学 校  
20（水） 

12：50～13：25

下 田 小 学 校  14：00～15：20

岩 根 小 学 校  
21（木） 

12：55～13：25

菩 提 寺小学校  14：50～15：50

三 雲 東小学校  15（金） 14：00～15：00

菩提寺北小学校 13（水） 27（水） 12：55～13：35

水 戸 小 学 校    8（金） 22（金） 14：50～15：50

三 雲 保 育 園  15（金） 12：50～13：10

菩 提 寺保育園  13（水） 27（水） 14：35～15：00

日 月 火 水 木 金 土 

7興┛

●は甲西図書館のみの休館日です。 

■は石部図書館のみの休館日です。 

●は両館の休館日です（火曜日、祝日）。 

☆開館時間は、両館とも 

　　午前10時～午後6時です。 

☆お一人10点まで（CDは５点まで）2週間

借りることができます。 

☆湖南市立図書館ホームページ（http:// 

　lib.edu-konan.jp）で、甲西図書館の

蔵書を見ることができます。 

☆本や行事についての問い合わせはお電

話でもどうぞ。 

○石部図書館 
　　（石部中央一丁目２‐３・ 77●6252） 

○甲西図書館 
　　（中央五丁目50・ 72●5550） 

◎移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない場合は
気軽にお申し出ください。 

４
月
10
日（
日
）ま
で
は
、
お
一
人
15
点
ま
で（
C
D
は
5
点
ま
で
）3
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■場所 
　甲西図書館2階視聴覚室 
■定員 
　先着60人（一般） 
■申込方法 
甲西・石部両図書館のカウンターで、
または電話でお申し込みください。 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷
デ
ン
マ
ー
ク
 

草谷桂子児童文学講演会 
くさ がや 

4月24日（日）　 
午後2時～3時30分 受講料 

無　料 

市内桜マップの発行準備を進めて
います。情報収集用の地図を設置
していますのでご協力ください。 

湖南市立図書館所蔵の桜の写
真約30点を展示します。 

さくら写真展 
4月2日（土）～10日（日） 

江戸時代末期から明治にかけて「奥村松溪塾」（針区）で実際に使われ
ていた教科書や机、当時の様子がしのばれる文書などを展示します。 

寺子屋松溪塾展 
4月16日（土）～5月1日（日） 

桜の所在情報を集めて 
います 

「こどもの読書週間」（4月23日～5月
12日）にちなみ、児童文学講演会を開催
します。講師には「さびしい時間のとなり」
「白いブラウスの秘密」などの著者で、
20年以上にわたって文庫活動を続ける
草谷桂子さんをお招きします。 

と き 

「子ども読書の日」記念 

甲西図書館展示 

甲西図書館展示 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 2 3 4 5 6 715
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ﾒ〞┘┯お』 4  

月  

開  

設  

日 

三 雲 保 育 園  
平 松 保 育 園  
岩 根 保 育 園  
菩 提 寺 保 育 園  
下 田 保 育 園  
水 戸 保 育 園  

72●1385 

72●0390 

72●1389 

74●1373 

75●2420 

75●0630

10:00～11:30 

9:30～11:30 

9:30～11:30 

10:00～11:30 

9:30～11:30 

10:00～11:30

21日（木） 

21日（木） 

21日（木） 

21日（木） 

21日（木） 

21日（木） 

◆対象…未就学の幼児とその親 

郊¹Ζ¹ゾ¹┯¹う¹け
あかつき保育園 
 72●4960

◆対　象 
　1～3歳児とその親 

たんぽぽはうす 石部子育て支援センター 
ホームページ http://www.ex.biwa.ne.jp/̃kosodate-s/

◆開放日（自由参加） 

　部屋を開放しています。どなたでも自由に遊びに

きてください。 

■日　時 

　4月12日（火）、15日（金） 

　  　19日（火）、22日（金） 

　  　26日（火） 

　　　 午前10時～11時30分 

日 月 火 水 木 金 土 

4 月 

      ● 

●   ○   ● 

● 　  ○   ● 

●   ○   ● 

●   ○  ● ● 

         1   2 

  3   4   5   6   7   8   9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30

ひまわり ひまわり ひまわり 子育て支援センター 

今月はお休みです 

〒520－3106 
石部中央三丁目9－20 
（石部保育園横） 
77●8570

■開設時間 
　午前9時～午後4時　※午前10時～正午は自由に遊べます。 
■問い合わせ先 
　子育て支援センター（岩根保育園2階）（〒520－3252  岩根2225） ・ 72●7089

●閉所日　※左表をご覧ください。 
　にこにこの日 
　〔午前10時30分～11時30分（受付:午前10時～）〕 
　☆22日（金）こいのぼりを作ろう 
○サークル貸出日　希望するサークルの人はご連 
　絡ください。 

親子プレイステーション 親子プレイステーション 
　4月は開催しません。 
　5月から毎週月曜日に公民館で開催します。 
　子育ての先輩であるサポーターと一緒に、楽しい時間を
過ごしましょう。 
　初めての人も一度のぞいてみてください。 
※申し込みは不要です。 

■時　間 
　午前10時～正午（毎回） 
■問い合わせ先 
　生涯学習課社会教育担当 
　（石部文化総合センター内） 
　 77●6250　 77●6253

子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 

5月  9日（月） 柑子袋公民館 

5月16日（月） 菩提寺公民館 

市民学習交流センター 
（サンヒルズ甲西）別館 

石部南公民館 

5月23日（月） 

5月30日（月） 

3歳児 

Â碑Μо┑朴曹оパボ降ピ┏

ゼダボビヅバﾚﾝボ蔭熔┟爵

胤グ┘┳à╊àパグÄ

Â鍵魚ポ杏恥碑ΜоパグÄ

愛らしい笑顔で、いつも元
気いっぱい！これからもス
クスクと健康で明るい女の
子に育ってね！ 

善治さん・幸子さん 
（平松） 

福島 花野ちゃん（10カ月） 
か の 

恭寛さん・いづみさん 
（石部南） 

小野 彩愛ちゃん（1歳）　 
いり あ 

今月はお休みです 

毎日たくさんの幸せを
ありがとう。お父さん
もお母さんも彩愛の成
長をとても楽しみにし
ています。 

○クラスの部屋と違う方を向いてトコトコ
と歩いていくＡくん。 

　保育士：「どこ行くの？」 
　Ａくん：「あんな～、遠いところへ行け

る練習してるねん」 

○遊んでいるとき…… 
　Ｂちゃん：「心臓がドキドキしているのは、

ハートがキラキラしているか
らなのよ」 

◆対　象…入園前の幼児とその親 

◆対　象…2･3歳児(H13.4.2～H15.4.1生)とその親 

三 雲 幼 稚 園  
ひ かり幼稚園  
水 戸 幼 稚 園  

○ 
○ 
○ 

72●0077 
74●3011 
75●3350

◆日　時…毎週火曜日・木曜日 
　　　　　午前10時～正午 
◆場　所…石部南公民館2階会議室 

■問い合わせ先 
○石部南公民館　 77●2535 
○生涯学習課社会教育担当（石部文化総合センター内） 
　　　　　　　　 77●6250

おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込みは
不要です。 

きじっこ きじっこ ば ろ ひ 

■問い合わせ先 
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親子プレイステーション 親子プレイステーション 
　4月は開催しません。 
　5月から毎週月曜日に公民館で開催します。 
　子育ての先輩であるサポーターと一緒に、楽しい時間を
過ごしましょう。 
　初めての人も一度のぞいてみてください。 
※申し込みは不要です。 

■時　間 
　午前10時～正午（毎回） 
■問い合わせ先 
　生涯学習課社会教育担当 
　（石部文化総合センター内） 
　 77●6250　 77●6253

子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 

5月  9日（月） 柑子袋公民館 

5月16日（月） 菩提寺公民館 

市民学習交流センター 
（サンヒルズ甲西）別館 

石部南公民館 

5月23日（月） 

5月30日（月） 

3歳児 

Â碑Μо┑朴曹оパボ降ピ┏

ゼダボビヅバﾚﾝボ蔭熔┟爵

胤グ┘┳à╊àパグÄ

Â鍵魚ポ杏恥碑ΜоパグÄ

愛らしい笑顔で、いつも元
気いっぱい！これからもス
クスクと健康で明るい女の
子に育ってね！ 

善治さん・幸子さん 
（平松） 

福島 花野ちゃん（10カ月） 
か の 

恭寛さん・いづみさん 
（石部南） 

小野 彩愛ちゃん（1歳）　 
いり あ 

今月はお休みです 

毎日たくさんの幸せを
ありがとう。お父さん
もお母さんも彩愛の成
長をとても楽しみにし
ています。 

○クラスの部屋と違う方を向いてトコトコ
と歩いていくＡくん。 

　保育士：「どこ行くの？」 
　Ａくん：「あんな～、遠いところへ行け

る練習してるねん」 

○遊んでいるとき…… 
　Ｂちゃん：「心臓がドキドキしているのは、

ハートがキラキラしているか
らなのよ」 

◆対　象…入園前の幼児とその親 

◆対　象…2･3歳児(H13.4.2～H15.4.1生)とその親 

三 雲 幼 稚 園  
ひ かり幼稚園  
水 戸 幼 稚 園  

○ 
○ 
○ 

72●0077 
74●3011 
75●3350

◆日　時…毎週火曜日・木曜日 
　　　　　午前10時～正午 
◆場　所…石部南公民館2階会議室 

■問い合わせ先 
○石部南公民館　 77●2535 
○生涯学習課社会教育担当（石部文化総合センター内） 
　　　　　　　　 77●6250

おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込みは
不要です。 

きじっこ きじっこ ば ろ ひ 

■問い合わせ先 
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ママ・パパ教室 

○時　間 
　10:00～14:30 
　（受付：9:45～10:00） 
○場　所 
　石部保健センター 

種類 実施日 時　間・場　所 

＊調理実習の都合上、予約制にし
ます。4月15日（金）までに各保健
センターへお知らせください。なお、
調理したものは昼食として召し上
がっていただきます。　 

＊上のお子さんの保育が必要な人
は事前にお知らせください。 

ひよこ（赤ちゃん）教室 

平成16年
11月生まれ 

○内容…「離乳食の進め方（調理実習を含む）」 
○持ち物…母子健康手帳、エプロン 

種類 実施日 時　間・場　所 内容・持ち物 

動きやすい服装
でお越しくださ
い。 

母子健康手帳の交付 
◆持ち物…印鑑、妊娠証明書 ※お持ちでない場合は、各保健センターの受付にてご記入ください。 

　毎週火・水・木曜日の8:30～12:00　保健センター 
　毎週月・金曜日の8:30～17:15　　　石部保健センター 
　＊上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　 ・有線72●4008 
○石部保健センター　　 77●7008

湖南市在住の人への共通のお知らせです 

その他 

その他 

4月25日（月） 

◆持ち物…母子健康手帳（接種証明や接種歴の確認などのために必要です）、予診票（問診票） 

予防接種の受け方が変わります！ 

予防接種 

4月  5日（火） 

4月11日（月） 

○生後3～6カ月未満 
※結核予防法の改正に伴い、平成17年4月1日から接種方法・対象年
齢を変更しています。 

種  類 実施日 標準的な接種年齢 受付時間 

ＢＣＧ 

4月14日（木） 

4月22日（金） 

保健センター 

石部保健センター 

場　所 

保健センター 
○生後3～18カ月　 
※予防接種法では予防接種を受けられる年齢は7歳6カ月未満と定め
られています。詳しくは「予防接種と子どもの健康」をお読みください。 

ポリオ 

対象 

Ⅰ 
○時　間 
　９：45～11：30 
　（受付：９：30～９：45） 
○場　所 
　保健センター 

※受付番号札は当日8:30から予防接種が行われる保健センター玄関に出しています。 
 

　4月から定期予防接種のうち、一部について医療機関で受
ける個別接種に変更します。これはお子さんの体調に合わせ
てかかりつけ医の判断により、安全に受けられるものです。原
則的にいつでも接種はできますが、各医療機関によって受付・
申込方法が異なりますのでお問い合わせください。なお、お手
元の予診票（問診票）はそのまま使えますが、各医療機関窓口
および各保健センターにも配置しています。 
■指定医療機関で行うもの（個別接種） 
　三種（二種）混合、日本脳炎、麻しん、風しん 
　※BCG、ポリオは各保健センターで行います（集団接種）。 
■指定医療機関 
石部医療センター 77●4100・岩根診療所 72●0039
・梅村こどもクリニック 72●8606・小川診療所 77●

8082・菊田医院 72●3351・武田医院 77●2021・
中村医院（麻しん・風しんのみ） 75●0025・夏見診療
所 72●0015・のむら小児科 77●8228・ふじた医
院 72●8777・ほしやま内科医院 74●8618　 

■自己負担金　1回につき500円 
■持ち物　母子健康手帳、予診票（問診票）、健康保険証 
※集団接種の日程などについては、「保健センターだより」や
毎月の「広報こなん」をご覧ください。また、接種年齢につ
いては「保健だより」もしくは「予防接種と子どもの健康」
をお読みください。 
■問い合わせ先 
　○保健センター　　　 72●4008 
　○石部保健センター　 77●7008

きらら運動教室参加者募集 

Ⅰ 4月19日（火） 

○対　象…妊婦、夫および家族 
○内　容…「作ってみよう！妊娠

中の食事（調理実習）」 
　　　　　「妊娠中を快適に過ご

すために」 
○持ち物…母子健康手帳、エプロ

ン、食材料費（300円
程度） 

対象・内容・持ち物 

平成16年 
3・4月生まれ 

○内容…「親子で楽しく遊ぼう！」 
○持ち物…母子健康手帳 4月18日（月） Ⅲ 

13:15～14:30 
※受付番号札を
持ったまま保
健センターの
外へ出る場合
は、必ず14:30
までにお戻りく
ださい。 

日ごろ運動不足を感じている人、運動するきっかけがない人

を対象に、運動を習慣化していくことを目的に開催します。

運動の基本や楽しさを学びながら健康づくりをしましょう。 

■開催日時 

　おおむね第1・3火曜日〔全21回〕　 

午前9時30分～11時30分　 

　※初回は5月10日（火）に開催します。 

■場所　石部保健センター 

■内容 

○第1火曜日はストレッチを中心とした健康を維持する運動 

○第3火曜日は基礎体力づくり（筋力トレーニング・ボール運

動など）を中心とした体力アップ 

■定員 

　50人　※定員になり次第締め切ります。 

■申込方法 

　平日の午前8時30分～午後5時に直接

石部保健センター窓口へ、または電話で

お申し込みください。 

※第1火曜日、第3火曜日のどちらかのみ

の参加もしていただけます。申し込み時に希望をお知ら

せください。 

■申し込み・問い合わせ先 

　石部保健センター　 77●7008 

 

各 種 相 談  

健康相談 
実施日 時間・場所 対　象 

4月  5日（火） 
10：00～11：30 
松籟会館 

18歳以上の人 

子育て相談室 
時間・場所 内容・持ち物 

○内　容…身体計測、子ども
の育児・成長発達
などについて 

○持ち物…母子健康手帳 

実施日 

4月8日（金） 

※1歳6カ月児健診では親子歯科健診も行います。 

旧甲西町域 旧石部町域 

種　類 対　象 場　所 実施日 受付時間 

4カ月児健診 平成16年12月生 4月28日（木） 

10カ月児健診 平成16年 6月生 4月25日（月） 

1歳6カ月児健診 平成15年 9月生 4月15日（金） 

2歳6カ月児健診 平成14年 9月生 4月12日（火） 

平成13年 9月生 4月7日（木） 3歳6カ月児健診 

保　健 
センター 

※1歳6カ月児健診では親子歯科健診も行います。 
※2歳6カ月児健診ではフッ素塗布（希望者）も行います。 
※3歳6カ月児健診では尿検査および視力検査も行います。 

13：00 
　 
14：30

～
 

種　類 対　象 場　所 実施日 受付時間 

4カ月児健診 平成16年12月生 
4月26日（火） 

10カ月児健診 平成16年 6月生 

1歳6カ月児健診 
平成15年 9月生 

4月21日（木） 
平成15年10月生 

石部保 
健セン 
ター　 

13：00 
　 
14：30

～
 

石部保健センター 
〒520ー3195　石部中央一丁目1－3 
77●7008　　 77●7019

保健センター（旧甲西町保健センター） 
〒520－3223　夏見588 
・有線 72●4008　 72●1481

◆持ち物…献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康保険証など） 

◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブラ
シ（10カ月児・1歳6カ月児・2歳6カ月児・3歳6カ月児） 

◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブラ
シ（10カ月児・1歳6カ月児） 

【三雲・三雲東・岩根・菩提寺・菩提寺北・水戸・下田小学校区】 【石部・石部南小学校区】 

実施日 

献血 

◆内容…身体計測、問診、内科健診など 

◆内容…血圧測定、検尿、相談など 

乳幼児健診 

場　所 

4月8日（金） 10：00～ 
　　15：00甲西文化ホール 

種　類 

成　分 

※65歳以上の献血については、64歳までの間に献血経験のある人が対象
です。 

※成分献血に協力していただける人は、4月5日（火）までに保健センター
へ予約してください。 

対　象 

18～69歳 

受付時間 

乳幼児健診は、母子保健カードの安全管理など諸般の事情により、これまでどおり旧町域ごとに各保健セン
ターで行います。お間違いのないようにご注意ください。 注意 

○時間 
　10:00～11:30 
○場所 
　石部保健センター 大人の健（検）診については6、7ページをご覧ください。 



Konan 

ママ・パパ教室 

○時　間 
　10:00～14:30 
　（受付：9:45～10:00） 
○場　所 
　石部保健センター 

種類 実施日 時　間・場　所 

＊調理実習の都合上、予約制にし
ます。4月15日（金）までに各保健
センターへお知らせください。なお、
調理したものは昼食として召し上
がっていただきます。　 

＊上のお子さんの保育が必要な人
は事前にお知らせください。 

ひよこ（赤ちゃん）教室 

平成16年
11月生まれ 

○内容…「離乳食の進め方（調理実習を含む）」 
○持ち物…母子健康手帳、エプロン 

種類 実施日 時　間・場　所 内容・持ち物 

動きやすい服装
でお越しくださ
い。 

母子健康手帳の交付 
◆持ち物…印鑑、妊娠証明書 ※お持ちでない場合は、各保健センターの受付にてご記入ください。 

　毎週火・水・木曜日の8:30～12:00　保健センター 
　毎週月・金曜日の8:30～17:15　　　石部保健センター 
　＊上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　 ・有線72●4008 
○石部保健センター　　 77●7008

湖南市在住の人への共通のお知らせです 

その他 

その他 

4月25日（月） 

◆持ち物…母子健康手帳（接種証明や接種歴の確認などのために必要です）、予診票（問診票） 

予防接種の受け方が変わります！ 

予防接種 

4月  5日（火） 

4月11日（月） 

○生後3～6カ月未満 
※結核予防法の改正に伴い、平成17年4月1日から接種方法・対象年
齢を変更しています。 

種  類 実施日 標準的な接種年齢 受付時間 

ＢＣＧ 

4月14日（木） 

4月22日（金） 

保健センター 

石部保健センター 

場　所 

保健センター 
○生後3～18カ月　 
※予防接種法では予防接種を受けられる年齢は7歳6カ月未満と定め
られています。詳しくは「予防接種と子どもの健康」をお読みください。 

ポリオ 

対象 

Ⅰ 
○時　間 
　９：45～11：30 
　（受付：９：30～９：45） 
○場　所 
　保健センター 

※受付番号札は当日8:30から予防接種が行われる保健センター玄関に出しています。 
 

　4月から定期予防接種のうち、一部について医療機関で受
ける個別接種に変更します。これはお子さんの体調に合わせ
てかかりつけ医の判断により、安全に受けられるものです。原
則的にいつでも接種はできますが、各医療機関によって受付・
申込方法が異なりますのでお問い合わせください。なお、お手
元の予診票（問診票）はそのまま使えますが、各医療機関窓口
および各保健センターにも配置しています。 
■指定医療機関で行うもの（個別接種） 
　三種（二種）混合、日本脳炎、麻しん、風しん 
　※BCG、ポリオは各保健センターで行います（集団接種）。 
■指定医療機関 
石部医療センター 77●4100・岩根診療所 72●0039
・梅村こどもクリニック 72●8606・小川診療所 77●

8082・菊田医院 72●3351・武田医院 77●2021・
中村医院（麻しん・風しんのみ） 75●0025・夏見診療
所 72●0015・のむら小児科 77●8228・ふじた医
院 72●8777・ほしやま内科医院 74●8618　 

■自己負担金　1回につき500円 
■持ち物　母子健康手帳、予診票（問診票）、健康保険証 
※集団接種の日程などについては、「保健センターだより」や
毎月の「広報こなん」をご覧ください。また、接種年齢につ
いては「保健だより」もしくは「予防接種と子どもの健康」
をお読みください。 
■問い合わせ先 
　○保健センター　　　 72●4008 
　○石部保健センター　 77●7008

きらら運動教室参加者募集 

Ⅰ 4月19日（火） 

○対　象…妊婦、夫および家族 
○内　容…「作ってみよう！妊娠

中の食事（調理実習）」 
　　　　　「妊娠中を快適に過ご

すために」 
○持ち物…母子健康手帳、エプロ

ン、食材料費（300円
程度） 

対象・内容・持ち物 

平成16年 
3・4月生まれ 

○内容…「親子で楽しく遊ぼう！」 
○持ち物…母子健康手帳 4月18日（月） Ⅲ 

13:15～14:30 
※受付番号札を
持ったまま保
健センターの
外へ出る場合
は、必ず14:30
までにお戻りく
ださい。 

日ごろ運動不足を感じている人、運動するきっかけがない人

を対象に、運動を習慣化していくことを目的に開催します。

運動の基本や楽しさを学びながら健康づくりをしましょう。 

■開催日時 

　おおむね第1・3火曜日〔全21回〕　 

午前9時30分～11時30分　 

　※初回は5月10日（火）に開催します。 

■場所　石部保健センター 

■内容 

○第1火曜日はストレッチを中心とした健康を維持する運動 

○第3火曜日は基礎体力づくり（筋力トレーニング・ボール運

動など）を中心とした体力アップ 

■定員 

　50人　※定員になり次第締め切ります。 

■申込方法 

　平日の午前8時30分～午後5時に直接

石部保健センター窓口へ、または電話で

お申し込みください。 

※第1火曜日、第3火曜日のどちらかのみ

の参加もしていただけます。申し込み時に希望をお知ら

せください。 

■申し込み・問い合わせ先 

　石部保健センター　 77●7008 

 

各 種 相 談  

健康相談 
実施日 時間・場所 対　象 

4月  5日（火） 
10：00～11：30 
松籟会館 

18歳以上の人 

子育て相談室 
時間・場所 内容・持ち物 

○内　容…身体計測、子ども
の育児・成長発達
などについて 

○持ち物…母子健康手帳 

実施日 

4月8日（金） 

※1歳6カ月児健診では親子歯科健診も行います。 

旧甲西町域 旧石部町域 

種　類 対　象 場　所 実施日 受付時間 

4カ月児健診 平成16年12月生 4月28日（木） 

10カ月児健診 平成16年 6月生 4月25日（月） 

1歳6カ月児健診 平成15年 9月生 4月15日（金） 

2歳6カ月児健診 平成14年 9月生 4月12日（火） 

平成13年 9月生 4月7日（木） 3歳6カ月児健診 

保　健 
センター 

※1歳6カ月児健診では親子歯科健診も行います。 
※2歳6カ月児健診ではフッ素塗布（希望者）も行います。 
※3歳6カ月児健診では尿検査および視力検査も行います。 

13：00 
　 
14：30

～
 

種　類 対　象 場　所 実施日 受付時間 

4カ月児健診 平成16年12月生 
4月26日（火） 

10カ月児健診 平成16年 6月生 

1歳6カ月児健診 
平成15年 9月生 

4月21日（木） 
平成15年10月生 

石部保 
健セン 
ター　 

13：00 
　 
14：30

～
 

石部保健センター 
〒520ー3195　石部中央一丁目1－3 
77●7008　　 77●7019

保健センター（旧甲西町保健センター） 
〒520－3223　夏見588 
・有線 72●4008　 72●1481

◆持ち物…献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康保険証など） 

◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブラ
シ（10カ月児・1歳6カ月児・2歳6カ月児・3歳6カ月児） 

◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブラ
シ（10カ月児・1歳6カ月児） 

【三雲・三雲東・岩根・菩提寺・菩提寺北・水戸・下田小学校区】 【石部・石部南小学校区】 

実施日 

献血 

◆内容…身体計測、問診、内科健診など 

◆内容…血圧測定、検尿、相談など 

乳幼児健診 

場　所 

4月8日（金） 10：00～ 
　　15：00甲西文化ホール 

種　類 

成　分 

※65歳以上の献血については、64歳までの間に献血経験のある人が対象
です。 

※成分献血に協力していただける人は、4月5日（火）までに保健センター
へ予約してください。 

対　象 

18～69歳 

受付時間 

乳幼児健診は、母子保健カードの安全管理など諸般の事情により、これまでどおり旧町域ごとに各保健セン
ターで行います。お間違いのないようにご注意ください。 注意 

○時間 
　10:00～11:30 
○場所 
　石部保健センター 大人の健（検）診については6、7ページをご覧ください。 



にごり池さくらまつり 
約1,000本の桜が咲き誇るにごり池自然公園。毎年、桜の季節を
待った多くの人々が憩いに訪れます。見上げると一面に春色が広
がる公園内は情緒たっぷり。夜はぼんぼりに灯りがともされ、幻
想的な世界が広がります。　　　　【写真提供：フォト亀CAME】 

湖南市役所 
〒520－3288 
滋賀県湖南市中央一丁目1番地 

URL●http://www.city.konan.shiga.jp

編集・発行 

湖南市の人口 湖南市の人口 
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後記 

ようやく暖かな春の風が
頬をなでる季節となった。
年度初めはだれもが多か

れ少なかれ節目を迎え、新たなステー
ジに向かって気持ちをリセットしていく。
恥ずかしながら、わたしにとって4月は、
1月に立てたばかりの新年の目標を、
今度は新年度の目標として立て直す
時期となってしまっているが…。 
　職場では、新規採用職員や人事異
動によるメンバーが、組織に新しい風
を巻き起こしてくれる。その風に乗っ
て、これまでとは違った何か新しいこ
とができそうな期待感に包まれる。 
新しいメンバーのエネルギーをもらっ
て、自分も少しでも前へ進み、いつも
風を吹き込む人になれたらと思う。 

あ 

No.7

APR.

湖南市循環バスがより便利に！ 

今月から変わります ごみ収集 

6月から上下水道料金を改定します 

みんなで支え合う介護保険 

平成17年度の健（検）診が始まります 

まちのわだい 

春はお花見！ 
にごり池さくらまつり ＆ さくらフェスティバル 

● 

● 
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● 
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● 
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● 

● 
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（新たなる旅立ちのとき・3/15　甲西中学校卒業式） 
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